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≦
、
・
～
＜
。
窪
轟
の
思
想
と
位
置
を
中
心
に
し
て

広

実
　
源

太
　
郎

　
　
【
要
約
“
本
稿
に
お
い
て
は
、
三
月
革
命
を
前
提
と
し
て
、
ド
イ
ツ
に
琶
会
主
嚢
、
労
働
運
動
が
ど
の
よ
う
な
途
を
た
ど
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
層
に
よ
つ

　
て
、
如
何
な
る
彩
で
入
っ
て
き
た
か
、
ま
た
そ
れ
は
如
何
に
修
正
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
閥
題
と
し
た
。
左
翼
思
想
お
よ
び
労
働
運
動
の
起
源
が
、
直
接
に
は

癒
謙
謙
鱗
撫
鞭
襟
繋
駕
鞭
議
叢
繋
震
羅
顯
梅

一　

＄
E
の
関
係
か
ら
、
バ
リ
が
ド
イ
ツ
社
A
照
王
義
の
学
校
に
な
り
、
そ
の
教
師
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
主
義
者
で
あ
る
。
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
妊
会

一　

蜍
`
者
と
墓
本
的
に
異
る
階
級
性
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
が
、
い
つ
れ
に
し
て
も
、
手
記
業
職
人
・
パ
リ
・
空
想
美
嚢
を
要
素
と
し
て
ド
イ
ツ
に
流
入
さ

∵
・
社
奎
義
の
頂
点
に
立
つ
奪
脅
、
・
・
ン
垂
び
・
イ
・
の
《
・
ル
ジ
・
ア
的
社
会
嚢
辱
対
辛
・
．
・
か
し
な
ぢ
そ
の
本
擦

　　

?
く
ま
で
も
前
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
な
手
工
業
導
入
の
そ
れ
で
あ
る
た
め
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
組
織
、
マ
ル
ク
ス
主
嚢
か
ら
は
脱
落
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

一　

ﾌ
で
あ
り
、
そ
れ
が
彼
ら
の
限
界
で
も
あ
っ
た
。
三
月
革
命
に
際
し
て
は
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
第
四
階
級
の
不
一
致
、
更
に
は
第
四
階
級
内
の
、
手
工
業
者

…
・
プ
・
レ
タ
・
ア
の
翌
が
あ
り
、
そ
れ
が
革
命
集
蜜
…
た
ら
し
め
る
、
・
い
農
人
を
乾
た
。

幽
、
は
　
じ
　
め
　
に

十
九
世
紀
申
葉
に
耀
け
る
ド
イ
ツ
は
、
経
済
的
に
明
か
に
後
進
的

で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
こ
の
特
期
は
資
本
主
義
的
工

業
の
成
立
期
で
あ
る
こ
と
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
八
三
四

年
に
成
立
し
た
関
税
輝
輝
が
こ
の
傾
向
を
促
進
し
た
事
細
論
を
ま
た
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、
な
い
と
こ
ツ
つ
ノ
」
・
｝
め
9
、
　
一
唖
八
一
山
ハ
年
に
は
A
王
合
皿
民
の
レ
勉
閂
八
パ
…
セ
ン

ト
、
四
九
年
に
は
六
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
し
て
い
た
農
業
従
事
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
六
七
年
に
は
四
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
し
、
逆
に
、
工
業
に
従
事

す
る
者
は
四
六
年
に
は
一
一
二
人
に
一
〇
人
の
割
合
で
あ
っ
た
の
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

七
一
年
に
は
九
三
人
に
一
〇
人
の
割
に
増
加
し
て
い
る
し
、
萄
業
従

事
者
も
四
十
年
か
ら
九
十
年
代
に
か
け
て
は
三
倍
近
く
増
加
し
て
い

⑨る
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
ゾ
ン
バ
ル
ト
な
ど
の
い
う
く
O
p
諺
α
q
悪
目
の
掌

効
㌶
N
¢
日
冒
q
葺
の
鍵
δ
ω
＄
”
締
”
瓢
①
o
α
q
①
。
っ
叶
巴
ε
ゆ
α
q
鳥
⑦
ω
薯
財
叶
の
O
び
”
津

　
　
　
　
　
　
　
④

に
当
る
も
の
ぞ
あ
り
、
ド
イ
ツ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
、
後
進
的
範

晴
に
お
け
る
拾
頭
を
音
心
味
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
一
八
四

八
年
に
生
じ
た
三
月
革
命
も
、
こ
れ
を
前
提
と
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革

命
と
し
て
把
握
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
專
か
ら
、
ド
イ
ツ
が
イ
ギ
リ
ス
の
如
き
霊

鳥
制
機
械
生
産
の
段
階
に
入
っ
た
も
の
と
考
え
．
る
の
は
避
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
三
月
革
命
当
馬
の
ド
イ
ツ
は
、
本
質
的
に
は
農
業
国

で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ユ
ン
カ
ー
層
が
支
配
ぬ
撫
を
握
っ
て
い
た
。

農
民
解
放
は
不
十
分
な
結
果
に
終
9
、
四
九
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

僅
か
一
。
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
大
土
地
所
有
者
が
、
全
プ
ロ
イ
セ
ン
の

金
所
有
土
地
の
約
半
分
、
四
五
、
一
九
二
、
五
五
〇
モ
ル
ゲ
ン
を
断

　
　
　
　
◎

有
し
て
い
る
。
工
業
的
な
面
か
ら
い
え
ば
、
ツ
ン
フ
ト
の
遺
制
が
存

在
し
、
手
工
業
瓢
鋤
鋤
無
毒
Φ
畦
騨
が
そ
の
二
心
を
な
し
て
い
た
。
勿

論
、
リ
ス
ト
を
し
て
O
簿
の
芝
O
轟
知
び
Φ
営
置
け
ピ
Φ
ぴ
2
μ
　
極
冠
。
。
≦
O
蓉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

煽
げ
血
⇔
溢
け
Q
聴
O
の
ω
①
旧
α
節
の
≦
○
黙
園
げ
魚
昌
諺
曾
竃
9
0
回
冨
毎
ρ
自
選
戦
9
坤

と
い
わ
し
め
た
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
の
よ
う
な
高
度
の
産
業
地
帯
も
存
在

し
た
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
例
外
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
殊
に
東
ド
イ

ツ
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
は
ま
だ
多
か
れ
少
な
か
れ
封
建
的
泥
沼
の
中

を
抜
け
繊
て
い
な
か
っ
た
。

　
緬
ズ
す
る
に
耳
ッ
シ
ャ
ー
、
ゾ
ン
バ
ル
ト
・
り
以
諏
米
、
ご
宕
月
出
町
即
に
い

た
る
ま
で
の
、
ド
イ
ツ
工
業
の
把
握
の
仕
方
は
、
な
お
手
工
業
が
中

心
で
あ
る
と
み
て
い
る
の
で
あ
り
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
は
就

中
こ
の
点
を
強
調
し
、
　
「
ド
イ
ツ
工
業
生
産
の
基
本
は
手
工
業
が
形

　
　
　
　
⑦

成
し
て
い
た
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
右
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
h
ソ
得
・
り
れ
る
こ
－
こ
は
、
　
　
二
欝
月
革
A
即
に
い

た
る
ま
で
の
ド
イ
ツ
に
は
、
言
葉
の
本
来
の
舌
背
で
の
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
や
労
働
考
が
僅
か
し
か
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
で
あ
り
、
む

し
ろ
過
渡
的
な
過
程
の
申
で
、
封
建
遺
制
と
新
興
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
…

か
ら
二
重
の
束
縛
を
う
け
た
下
積
み
の
階
級
が
あ
っ
た
と
い
う
方
が

事
笑
に
近
い
ぞ
あ
ろ
う
。
　
「
四
八
年
春
ド
イ
ツ
に
は
階
級
意
識
を
も
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つ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
。
勿
論
労
働
者

と
い
う
も
の
は
存
在
し
た
が
、
数
の
上
か
ら
す
れ
ば
農
民
や
手
工
業

者
よ
り
遙
か
に
少
い
。
社
会
学
的
に
み
た
場
合
、
こ
の
新
た
に
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

さ
れ
た
第
四
階
級
に
は
種
女
の
要
素
が
混
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
」

　
ド
イ
ツ
の
労
働
運
動
や
社
会
主
義
の
…
開
始
…
は
三
月
董
．
命
の
直
前
と

解
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
以
上
の
よ
う
薮
前
提
の
も
と

に
始
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

註①
　
い
℃
o
匡
Φ
W
O
冨
図
馨
薯
ぱ
匹
虹
づ
四
餌
①
の
自
①
9
ω
o
ぴ
Φ
路
譲
跨
窪
。
ロ
餌
欝
9

　
δ
σ
Φ
⇔
ω
妙
昌
お
。
σ
q
ロ
触
。
ω
●
お

②
　
毒
●
ω
O
ヨ
σ
9
Ω
苫
旧
U
δ
U
Φ
呉
G
Q
O
ず
Φ
＜
O
汗
ω
≦
跨
房
9
類
津
一
琶
窯
①
q
津
乳

　
葭
Φ
げ
⇔
酔
①
⇔
　
闘
9
び
暦
㍑
¢
口
α
①
厭
群
　
回
り
一
㊤
。
　
○
り
●
　
込
つ
M
①

③
謹
鳥
●
ω
．
b
っ
鱒
O

④
屡
．
囚
薮
μ
巳
訂
2
も
「
＋
九
世
記
の
前
半
に
、
ド
イ
ツ
は
封
建
的
農
業

　
地
h
①
自
α
9
置
の
江
ω
o
財
①
跨
σ
q
〔
P
吐
一
9
昌
α
か
ら
資
本
主
義
的
工
業
地
騨
9
ゆ
嘗
欝
r

　
黄
玉
ω
o
犀
①
ぎ
α
雌
曾
欺
2
鍵
ρ
O
へ
の
遍
渡
的
湿
雪
を
し
め
し
た
」
と
い
っ
て

　
い
る
。
（
U
陣
¢
≦
旨
諺
O
び
餌
零
嵩
O
び
Φ
ω
一
貫
郎
胃
繋
賃
．
O
Φ
自
け
の
息
遣
9
芦
像
賊
離
見
N
①
即

　
鳥
①
邑
矯
①
〈
o
置
嵩
O
昌
μ
c
Q
心
Q
◎
．
ω
．
ω
）

⑤
　
図
鶉
日
鉱
欝
①
ご
9
■
斜
ρ
ω
・
①
～
N

⑥
　
江
馨
O
⑦
ω
鱒
巳
巳
①
H
冨
ω
o
び
賊
心
8
詳
ぽ
①
露
器
σ
q
①
び
①
鯵
く
。
鄭
譲
似
器
ω
鶏
．

　
切
O
・
b
σ
’
ω
¢
昏
二
み
跡
σ

⑦
》
少
く
。
謬
毒
9
⊃
課
①
誘
冨
鷲
。
・
o
ε
σ
⑩
麩
ω
。
｝
6
芝
鋒
ω
o
冨
｛
溶
σ
q
Φ
ω
畠
－

　
ざ
ぽ
件
P
H
O
Q
一
q
瓢
ω
回
り
一
躍
同
Φ
㏄
頓
・
ω
．
瞬
¶
・

⑧
　
多
ω
欝
侮
①
一
導
勲
ヨ
ご
ω
o
臥
巴
①
諜
嵩
鳥
心
9
一
江
巴
る
○
①
ω
〇
三
〇
冥
①
α
興

　
囲
Φ
〈
£
¢
無
O
⇔
く
O
β
日
c
Q
鼻
G
Q
b
ω
．
同
α
研
．

二
、
じ
ご
鋸
欝
鳥
鳥
①
肘
○
①
鴨
①
o
簿
Φ
¢
の
成
立

　
以
上
の
如
き
状
況
か
ら
い
っ
て
、
ド
イ
ツ
国
内
に
労
働
者
の
組
織

が
確
立
さ
れ
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
の

労
働
者
組
織
は
ド
イ
ツ
外
の
地
で
成
立
を
み
た
の
で
あ
る
。
そ
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

つ
と
も
意
味
深
い
も
の
が
、
一
八
三
六
年
、
パ
リ
で
成
立
し
た
「
義

人
同
盟
切
β
ゆ
創
創
①
戦
Q
①
触
Φ
o
馨
Φ
欝
」
で
あ
る
。

　
当
時
の
ド
イ
ツ
手
工
業
職
人
鎖
鋤
昌
鳥
妻
霞
園
ω
α
q
①
ω
巴
冨
⇒
は
、
一
つ

に
は
職
を
み
つ
け
る
為
に
、
父
一
つ
に
は
自
分
の
腕
を
み
・
が
く
為
に

国
外
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
な
ど
に
出
か
け
る
こ
と
が
流
行
の

如
く
な
っ
て
い
た
が
、
三
、
四
十
年
代
の
、
い
わ
ば
半
封
建
的
な
ド

イ
ツ
か
ら
禺
て
、
西
ヨ
ー
4
ッ
パ
の
先
進
的
な
空
気
に
ふ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
次
第
に
新
し
い
社
会
画
風
に
接
し
、
進
歩
的
思
想
を
識

り
、
さ
ら
に
は
禰
い
自
分
達
の
社
会
を
…
批
判
す
る
眼
を
開
か
れ
て
い

っ
た
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
彼
ら
は
そ
れ
を
論
理
的
に

受
入
れ
た
の
ぞ
、
は
な
く
、
或
る
寡
懸
気
の
中
で
、
体
験
的
に
識
つ
た
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帆



V◎rm謡rz　lこおけ為鮭会主毒鍛（広実）

に
と
ど
ま
る
こ
と
と
、
ド
イ
ツ
社
会
が
そ
れ
ら
を
受
入
れ
る
条
件
に

欠
け
て
い
た
た
め
に
、
彼
ら
が
彼
ら
の
い
わ
ゆ
る
修
業
を
終
え
て
故

国
に
帰
国
し
た
際
に
は
、
そ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
と
る
に
足
り
な
い

範
囲
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
国
外
に
お
い
て
組
織
化
さ
れ
、
理

論
的
に
な
っ
て
く
る
と
、
ド
イ
ツ
社
会
の
進
歩
と
と
も
に
、
余
程
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

事
情
が
異
っ
て
き
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
国
外
に
お
け
る
進
歩
的
団
体
の
組
織
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
当
初

は
　
予
工
業
職
人
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
ウ
ィ
ー

ン
体
制
下
に
あ
る
ド
イ
ツ
諸
邦
ぞ
、
民
主
主
義
、
共
和
制
を
主
張
し

た
、
西
南
ド
イ
ツ
出
身
者
を
申
心
と
し
た
左
派
急
進
主
義
者
ピ
ぎ
犀
耳

目
9
創
欝
巴
①
つ
と
よ
ば
れ
る
人
々
が
、
追
放
さ
れ
、
亡
命
し
て
パ
リ
や

ス
イ
ス
に
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
人
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
政
治
的
亡
命
者
は
、
労
働
者
自
身
に
よ
る
労
働
者
組
織
に
先

立
っ
て
、
思
想
的
な
団
体
を
織
成
し
て
い
る
。
例
え
ば
三
二
年
に
成

立
し
た
「
ド
イ
ツ
人
民
連
合
O
Φ
§
の
。
げ
Φ
＜
○
弾
の
く
Φ
触
Φ
営
」
、
三
三

年
結
成
を
み
た
「
青
年
ド
イ
ツ
曾
毎
茜
①
昌
U
①
暮
ω
o
鑓
p
⇔
鳥
」
．
な
ど

　
　
　
　
　
③

が
そ
れ
ぞ
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
「
亡
命
者
秘
密
同

盟
O
①
げ
。
隔
鑓
げ
⊆
嵩
山
急
簿
O
①
購
。
同
μ
三
審
⇔
」
な
の
で
あ
る
。

　
「
亡
命
者
秘
密
聖
明
皿
」
　
け
P
ベ
ッ
カ
ー
　
｝
・
℃
．
じ
d
Φ
o
犀
Φ
独
　
の
」
牢
一
喝
甑
脳

撃
を
機
会
と
七
て
三
三
年
に
成
立
を
み
、
一
二
四
年
か
ら
三
六
年
に
か

け
て
活
動
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
同
盟
の
性
格
…
は
前
記
の
諸
団

体
と
同
様
に
、
基
本
的
に
は
、
す
ぐ
れ
て
小
市
民
的
で
あ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
④

指
摘
し
う
る
上
に
、
共
営
制
ド
イ
ツ
の
実
現
を
め
ざ
す
、
純
政
治
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

目
的
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
義
人
同
盟
」
は
「
亡
命
者
秘
密
同
照
」
か
ら
分
裂
し
て
結
成
さ

れ
た
。
　
「
亡
命
者
同
盟
偏
内
の
、
小
市
毘
的
、
共
和
主
義
的
、
民
主

主
義
者
と
プ
ニ
レ
ク
リ
ア
的
分
子
の
対
立
は
、
す
で
に
、
三
四
、
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

年
に
み
・
う
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
一
二
六
年
に
い
た
り
、
テ
オ
ド

ル
。
シ
ュ
ス
タ
ー
8
．
ω
o
げ
¢
ω
＄
民
は
、
当
「
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け

る
急
進
的
革
命
家
ブ
ラ
ン
キ
の
影
響
を
う
け
、
ブ
ラ
ン
キ
イ
ズ
ム
を

謳
墨
ぶ
9
る
カ
ー
ル
。
シ
ャ
ツ
パ
i
函
．
ω
O
げ
9
℃
℃
Φ
畦
ら
と
辻
ハ
に
㎜
説
明
皿
を

鳩
て
、
新
た
に
「
義
入
同
盟
」
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
義
人
同
盤
」
の
成
立
は
ド
イ
ツ
祉
会
主
義
運
動
史
上
画
期
的
な

意
味
を
も
つ
。
そ
れ
は
小
市
民
的
イ
ン
テ
リ
階
級
、
つ
ま
り
思
想
家
、

政
治
家
、
言
掛
家
な
ど
の
指
導
の
手
を
は
な
れ
、
手
工
業
職
人
を
中

心
と
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
団
体
が
パ
リ
に
生
れ
た
こ
と
を
物
語
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
も
一
八
三
四
年
、
パ
リ
で
、
ド
イ
ツ
人
の
亡
命
考
の

手
で
亡
命
者
罠
主
一
共
和
主
義
・
的
な
秘
密
同
盟
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
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　一

ｪ
三
山
ハ
年
に
」
な
っ
て
、
　
こ
の
同
開
皿
の
占
な
か
の
も
っ
と
・
も
ん
憲
准
娼
的
占
な
、

多
く
は
プ
翼
レ
タ
リ
ア
的
な
分
子
は
、
こ
の
秘
密
洞
盟
か
わ
わ
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

て
、
あ
ら
た
に
秘
密
の
義
人
同
盟
を
つ
く
っ
た
し
と
ス
ケ
ッ
チ
し
て

い
る
。
三
六
年
を
も
つ
て
、
ド
イ
ツ
労
働
者
運
動
の
、
独
立
的
な
最

　
　
　
③

初
の
時
期
と
す
る
所
以
で
あ
る
し
、
　
「
共
産
主
義
者
同
盟
」
は
「
亡

命
者
秘
密
同
盤
」
か
ら
直
接
す
る
の
ぞ
は
な
い
。
そ
の
為
に
「
義
人

者
同
盤
」
の
も
つ
意
味
は
深
い
竜
の
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
⑨

な
い
ぞ
あ
ろ
㌔
つ
Q

　
「
義
人
同
盟
」
は
「
亡
命
者
秘
密
同
盤
」
と
年
別
し
、
プ
皿
レ
ク

リ
ア
的
な
階
級
性
の
走
・
プ
ラ
ン
皇
義
轟
跳
・
理
論
的
に

は
フ
ラ
ン
ス
窒
想
社
会
主
義
を
学
び
、
特
に
バ
ブ
ー
フ
流
の
心
身
論

を
戦
術
と
し
て
採
用
し
て
い
っ
た
。
こ
の
結
果
、
財
産
の
共
有
が
要

求
さ
れ
、
必
然
的
に
「
平
等
」
を
打
出
し
、
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

主
義
的
文
献
を
作
製
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
の

伊
か
、
　
一
八
ハ
一
二
八
年
、
　
。
ハ
リ
ノ
し
禺
版
さ
山
ル
た
謝
ソ
ァ
イ
ト
“
リ
ン
ク
の
　
「
入

歯
は
加
川
何
に
あ
菰
り
、
「
如
何
に
あ
・
る
。
へ
き
か
、
U
δ
竃
①
降
ω
o
げ
『
Φ
一
計
≦
δ

ω
δ
陣
馨
¢
⇔
創
の
Φ
ぎ
ω
9
回
8
」
で
あ
る
Q
「
義
人
同
盟
」
の
岡
志
は
そ

の
後
、
一
八
三
九
年
五
月
十
二
日
の
ブ
ラ
ン
キ
の
暴
動
に
参
加
し
、

多
く
の
者
が
捕
え
ら
れ
、
拘
留
［
さ
れ
た
後
に
追
放
さ
れ
、
ス
イ
ス
、

イ
ギ
リ
ス
に
亡
命
し
た
Q
ロ
ン
ド
ン
に
の
が
れ
た
者
の
中
、
ギ
ー
ゼ

ン
の
大
学
で
山
林
学
を
学
ん
だ
シ
ャ
ッ
パ
；
、
ケ
ル
ン
の
蒋
計
エ
で

あ
っ
た
モ
ル
9
鎮
。
目
、
靴
工
の
ハ
イ
ン
ジ
ヒ
・
バ
ウ
ア
一
撃
願
切
舞
δ
聴

ら
が
中
心
に
な
り
、
　
「
義
人
局
盟
」
の
・
ン
ド
ン
支
部
と
も
い
う
べ

き
秘
密
同
盟
を
組
織
し
、
四
〇
年
二
月
に
は
そ
れ
を
「
ド
イ
ツ
労
働

者
教
養
協
会
。
Φ
寡
。
冨
≧
ぴ
Φ
冨
蚤
嵐
§
α
。
ω
く
①
邑
E
に
改
組
し

て
い
る
。
こ
の
枕
二
会
の
糟
川
劇
”
暢
達
は
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
の
仲
開
で
あ

一
ゆ
バ
ー
・
不
イ
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
り
と
穂
伸
絡
を
と
り
つ
つ
、
さ
ら
ノ
に
㌦
ボ
ー
ラ

ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
の
革
命
家
、
罠
主
主
義
者
と
結
び
、
四
五
年
九
月

に
は
そ
れ
を
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
性
格
に
組
み
か
え
て
い
っ
て

　
＠い
る
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
、
パ
リ
の
「
義
人
同
盟
」
は
事
実
上
解

消
し
て
し
ま
い
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
に
、
そ
の
支
部
的
な
労
働
者
の

グ
ル
ー
プ
が
嵐
来
、
殊
に
ヴ
ー
ノ
イ
墾
リ
ン
ク
、
ペ
ソ
カ
ー
ら
が
活
動

し
た
ス
イ
ス
ー
ジ
ュ
ネ
ー
グ
ー
の
支
部
は
注
濁
す
べ
き
活
躍
を

瓢小

ｵ
て
い
・
⇔
一
か
、
　
パ
賃
り
に
「
代
っ
て
覇
ン
ド
ン
一
か
“
て
の
｛
甲
心
に
「
な
っ
て

く
る
。
と
同
時
に
、
　
「
同
盟
は
ド
イ
ツ
の
同
盟
か
ら
、
し
だ
い
に
国

際
的
喬
轡
と
し
て
の
犠
集
す
よ
う
に
な
っ
て
く
る
・

人
間
盤
」
は
理
論
的
に
も
組
織
的
に
も
、
し
だ
い
に
成
長
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
期
聞
に
、
こ
の
組
織
の
理
論
的
な
指
導
者
と
し
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Vorm益rzにおけ為祉会童義（広実）

て
活
動
し
た
の
が
「
ド
イ
ツ
社
会
主
義
の
父
」
と
い
わ
れ
る
ヅ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
・
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
毛
．
芝
舞
冨
σ
・
ぞ
あ
っ
た
。

①
　
こ
の
時
代
、
霞
由
主
義
、
属
族
主
義
、
就
中
社
会
、
王
義
史
上
、
パ
リ
の

　
も
っ
た
意
味
は
大
き
い
。
餐
国
の
社
会
主
義
考
は
「
社
会
、
王
義
的
な
考
、
兄

　
方
の
芽
が
甕
気
の
中
に
、
呼
吸
す
る
毎
に
存
在
し
た
」
（
男
．
プ
富
ぽ
貯
σ
Q
い

　
く
。
聴
蔑
。
臨
N
β
擁
臼
β
謡
莚
戸
昌
ω
9
⊃
郎
ω
σ
q
即
げ
Φ
Ω
①
桟
と
O
簿
戦
節
質
寓
①
ロ
Ω
Φ
↓
鵠
簿
貼
，

§
昏
9
寄
①
旨
㊦
誉
切
土
一
瞬
回
8
。
。
・
ω
』
①
㎝
）
バ
リ
に
集
り
、
パ
リ
は

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
し
い
逮
動
の
中
心
地
と
な
り
、
反
政
欝
的
、
革
命
的
勢

　
力
の
の
が
れ
場
所
、
集
合
地
と
な
っ
て
い
た
。

②
　
　
「
義
入
固
盟
」
の
欝
的
は
在
パ
リ
手
工
業
電
気
の
組
織
を
逓
じ
て
の
馨

　
蒙
と
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
が
帰
鼠
し
た
際
、
そ
の
思

　
想
を
拡
め
て
く
れ
る
の
を
期
待
し
て
い
た
。
箏
実
ベ
ル
リ
ン
、
　
司
、
グ
デ
ブ

　
ル
ク
等
に
そ
の
一
叉
部
が
形
成
さ
れ
、
目
的
の
一
部
は
渋
難
せ
ら
れ
て
い
る
。

⑤
悶
・
窯
●
勺
o
a
o
ヨ
臨
p
餐
｝
同
●
竃
。
ざ
帯
同
9
①
沁
①
＜
o
ご
自
。
津
貯

　
O
①
∬
篇
。
び
賦
⇒
Q
μ
O
o
癖
G
◎
1
心
Φ
℃
燐
び
①
鴇
の
象
§
〈
o
ゆ
芝
．
ン
幽
①
《
Φ
び
ω
・
ト
っ
O
な
お

　
「
青
年
ド
イ
ツ
」
は
「
青
菜
了
・
ッ
パ
」
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
。
二

　
十
年
・
代
に
イ
タ
リ
ア
の
カ
ル
ボ
ナ
リ
運
動
が
フ
ラ
ン
ス
に
入
り
、
サ
ソ
。

　
シ
モ
ン
の
忠
実
な
弟
子
バ
ザ
ー
ル
し
d
曽
N
母
α
が
こ
れ
を
継
織
化
し
た
。

　
三
十
年
に
な
る
と
㌣
ッ
チ
…
二
に
よ
り
、
バ
ザ
ー
ル
の
組
織
を
利
用
し
て

　
マ
ル
セ
ー
ユ
に
「
青
年
イ
タ
リ
ア
偏
が
つ
く
ら
れ
た
。
「
青
年
ド
イ
こ
は

　
こ
れ
を
真
似
て
組
織
さ
れ
た
重
要
的
結
社
で
あ
り
、
従
っ
て
、
三
照
年
”
、

　
ッ
チ
ー
二
が
ス
イ
ス
で
つ
く
っ
た
「
青
年
ヨ
i
留
ッ
パ
」
の
一
皮
部
の
如

　
き
も
の
と
な
っ
た
。
（
鵜
●
臥
僧
∬
団
げ
O
冠
噛
国
一
旨
一
Φ
算
β
P
σ
q
N
β
鴎
》
貯
9
Ω
Φ
鑓
δ
－

　
＜
Φ
臣
曽
σ
q
の
鶉
5
偉
ω
σ
Q
帥
び
Φ
島
①
畦
と
O
p
o
忠
節
馨
δ
昌
鳥
Φ
聴
鵠
四
嫉
ヨ
。
巳
O
，
二
・
切
お
げ
Φ
豊

　
］
W
Φ
邑
犀
⇔
同
Φ
㎝
α
ω
6
×
）

④
　
男
ミ
・
頃
。
ご
。
鑓
騨
ぎ
q
．
》
．
H
・
竃
。
ざ
ぽ
…
鶉
・
9
ゆ
・
○
・
ω
・
卜
⊃
ρ
内
・
○
σ
①
－

§
9
。
毒
も
δ
u
舞
ω
g
窪
≧
σ
。
冨
コ
⇒
α
興
留
琶
昌
。
⇔
＜
。
巳
。
。

　
蔭
。
。
矯
ω
．
㎝
O

⑤
前
記
③
の
「
青
年
ド
イ
ツ
」
の
例
を
み
よ
。

⑥
甥
．
慈
．
℃
o
二
〇
ヨ
繊
墨
髭
●
》
．
H
．
潔
巳
。
控
斜
9
・
ρ
ω
・
b
。
昏
。
・

⑦
閃
●
国
護
露
の
…
N
自
O
Φ
ω
o
ぼ
9
酔
Φ
器
の
切
自
⇔
審
の
創
2
潟
。
葭
諺
霞
凱
，

　
ω
仲
Φ
⇔
（
マ
ル
ク
ス
翻
エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
〔
大
月
婁
｝
店
〕
第
哩
二
轟
巷
下
D
、
四
二

　
八
頁
、
〔
共
産
・
王
義
者
同
盟
の
撒
史
〕
）

⑧
囚
．
○
冨
嬬
日
き
蕊
U
δ
O
①
ε
ω
魯
魯
跨
昌
①
騨
鍵
貯
9
邑
渇
Φ
ぎ
H
葺
，

　
一
〇
障
く
O
残
品
G
Q
高
○
◎
u
ω
・
頓
ρ

⑨
搾
芝
●
鳴
。
畠
9
爵
貯
貯
鐸
》
囲
・
鼠
9
。
打
四
・
9
。
・
○
・
ω
・
犠
・

⑩
　
こ
の
岡
盟
の
建
設
者
で
あ
る
シ
ュ
ス
タ
ー
、
シ
ャ
ッ
パ
…
が
ブ
ラ
ン
キ

　
主
義
者
で
あ
り
、
そ
の
放
に
「
亡
命
・
者
岡
盟
」
と
離
署
し
た
と
い
っ
て
も

　
よ
い
程
で
あ
る
か
ら
当
然
の
結
寒
で
あ
ろ
う
。
三
八
年
、
ブ
ラ
ン
キ
が
パ

　
ル
ベ
　
し
6
簿
目
げ
伽
ω
　
と
　
「
無
＋
紳
即
ク
ラ
ブ
　
ω
o
o
一
①
け
ひ
創
①
ω
ω
9
一
ω
o
昌
ω
」
　
を
つ
く
る

　
と
、
事
実
上
そ
の
「
ド
イ
ツ
入
支
部
の
よ
う
な
も
の
」
と
な
り
、
三
九
年

、
の
暴
動
に
も
同
一
行
動
を
と
る
の
で
あ
る
。
（
汽
“
○
げ
①
携
奉
弾
づ
づ
…
勲
9
ユ
’
○
’

　
ω
●
α
O
～
α
8
）

⑪
　
男
。
毒
’
燭
。
蕊
9
三
州
営
広
・
》
・
H
・
累
。
目
。
醤
…
鵬
・
曽
・
ρ
ω
・
蒔
①
・

⑫
皆
葬
ω
・
ミ
●
団
ω
・

⑱
マ
ル
睡
エ
ン
選
集
憂
巷
下
、
四
三
三
頁
。
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三
、
薯
．
芝
Φ
陣
瓢
貯
α
q
に
つ
い
て

　
以
上
の
べ
て
き
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
労
働
者
運
動
や
社
会
・
｝
圭
蓑

は
、
主
と
し
て
パ
リ
に
お
い
て
、
在
外
手
工
業
職
人
を
愚
心
と
し
て
、

聖
想
的
社
会
主
義
の
影
響
下
に
、
い
わ
ゆ
る
「
嵐
稼
ぎ
職
人
の
共
産

主
義
囚
。
ヨ
資
毒
δ
謹
房
留
吐
Φ
自
σ
q
蜀
け
重
扇
○
Φ
ω
巴
Φ
」
と
し
て

嵐
発
し
、
”
て
の
↓
甲
心
地
が
ロ
ン
ド
ン
に
仙
移
行
す
る
と
と
も
に
、
マ
ル

ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
説
を
と
り
い
れ
、
次
第
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
性
格
を
も
つ
に
い
た
っ
た
の
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
点
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
時
期
の
、
わ
け
て
も
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン

ゲ
ル
ス
が
並
存
す
る
ま
で
の
時
期
を
通
じ
て
、
組
織
の
理
論
的
な
、

そ
し
て
叉
現
実
の
活
動
面
ぞ
も
、
そ
の
中
心
人
物
と
し
て
、
特
異
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

位
置
を
し
め
た
の
が
ヅ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
で
あ
る
。

　
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
は
「
ド
イ
ツ
社
会
主
義
の
父
」
と
さ
え
い
わ
れ

て
い
る
人
で
あ
る
が
、
わ
が
国
で
は
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ
て
い
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
◎

つ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
ド
イ
ツ
に
・
お
い
て
は
、
彼
に
関
す
る
観
究

や
彼
の
恩
想
に
言
及
し
た
も
の
が
、
必
ず
し
も
少
く
は
な
い
の
で
あ

　
③る
が
、
従
来
、
そ
の
多
く
は
、
彼
を
単
な
る
、
科
学
的
社
会
主
義
者

の
患
現
に
先
行
し
た
空
想
的
社
会
主
義
者
q
8
知
悉
と
し
て
、
彼

の
特
殊
な
位
置
に
注
鼠
し
ょ
う
と
し
な
か
っ
た
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
彼

の
「
空
想
か
ら
科
学
へ
」
の
中
で
、
　
「
空
想
的
社
会
主
義
者
達
の
考

え
方
は
、
十
九
世
紀
の
祉
会
主
義
的
な
観
念
を
長
く
支
配
し
て
き
た
。

そ
し
て
部
分
的
に
は
今
も
な
お
支
配
し
て
い
る
。
ご
く
最
近
に
い
た

る
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
主
義
者
達
は
こ

の
考
え
方
を
奉
じ
て
い
た
し
、
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
を
含
む
、
初
期
の

ド
イ
ツ
共
産
主
義
も
ま
た
そ
の
仲
闇
に
入
っ
て
い
た
。
彼
ら
に
と
っ

て
は
、
社
会
主
義
は
絶
対
的
真
理
、
理
性
、
正
義
の
表
現
で
あ
り
、

そ
れ
が
発
見
さ
れ
さ
え
ず
れ
ば
、
そ
れ
自
ら
の
カ
で
枇
界
を
征
服
す

る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
し
た
」
と
い
っ
て
、
空
想
的
社
会
主
義
を

批
判
す
る
と
同
時
に
、
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
を
そ
の
列
に
加
え
た
。
以

立
地
、
彼
は
フ
ー
リ
ェ
イ
ス
ト
で
あ
る
と
さ
れ
、
オ
ー
ウ
ェ
ン
、
サ

ン
・
シ
モ
ン
、
カ
ベ
ー
等
の
思
想
の
五
寸
者
と
し
て
定
説
づ
け
ら
れ

　
　
④

て
き
た
。

　
私
も
彼
の
思
想
を
空
想
的
社
会
主
義
の
幻
聴
に
お
い
て
と
ら
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

こ
と
に
、
基
本
的
に
は
同
意
す
る
。
そ
れ
に
竜
か
か
わ
ら
ず
、
エ
ン

ゲ
ル
ス
以
来
の
、
彼
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
は
疑
問
を
も
つ
も
の

で
あ
る
。
す
．
な
わ
ち
、
彼
を
単
な
る
フ
ラ
ン
ス
空
想
社
会
主
義
者
の

エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
で
あ
り
、
そ
れ
を
ド
イ
ツ
に
移
植
し
た
竜
の
に
と
ど
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め
る
こ
と
は
、
彼
の
解
釈
を
誤
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
確

に
彼
は
サ
ン
。
シ
．
モ
ン
、
カ
ベ
ー
、
フ
ー
リ
エ
、
ブ
ラ
ン
キ
、
バ
ブ

ー
フ
を
学
び
、
そ
れ
が
彼
に
与
え
た
影
響
の
大
き
か
っ
た
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
σ
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
主
義
そ
の
も
の
の

と
ら
え
方
は
、
彼
に
思
想
を
教
え
与
え
た
人
肉
と
は
本
質
的
に
異
る

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
マ
ル
ク
ス
主
義
と
彼
と
の
闇
を
、
彼
を

笙
想
主
義
者
の
側
に
お
し
や
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
断
絶
的
に
と
ら
え

る
こ
と
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
再
検
討
を
必
要
と
す
る
。
結
論
的
に

い
う
な
ら
ば
、
私
は
彼
を
よ
リ
マ
ル
ク
ス
の
線
に
近
い
入
と
み
、
空

想
的
社
会
主
義
と
一
般
に
よ
ば
れ
る
人
達
と
彼
と
の
異
差
を
強
調
し

た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
労
働
者
運
動
の
独
自
な
展
開
は
義

人
詞
盟
の
成
立
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
共
産
主
義
者
同
盟
は
亡
命
者

秘
密
同
盟
か
ら
で
は
な
く
、
義
人
同
盟
か
ら
発
展
し
て
く
る
こ
と
は
、

す
で
に
の
べ
た
が
、
こ
の
経
過
は
、
義
人
同
盟
の
申
心
的
な
人
物
で

あ
る
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
の
解
釈
に
微
妙
な
関
係
を
も
つ
て
く
る
し
、

彼
と
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
聞
に
越
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
断
層
を
設

け
て
は
、
こ
の
経
過
が
非
論
理
的
に
な
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　
ヴ
｝
，
イ
ト
リ
ン
ク
は
一
八
○
八
年
、
マ
グ
．
テ
ブ
ル
ク
に
フ
ラ
ン
ス

人
を
父
に
、
ド
イ
ツ
人
を
母
と
し
て
誕
生
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら
学

ぶ
こ
と
の
多
か
っ
た
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
、
彼
の
腹
懸
の
中
に
フ
ラ
ン

ス
人
の
血
が
混
っ
て
い
た
の
は
偶
然
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
父

は
元
｛
米
騨
労
働
薫
偶
で
あ
・
つ
た
よ
・
り
で
あ
る
が
、
　
一
八
一
二
年
、
　
ナ
ポ
レ

オ
ン
の
軍
に
投
じ
、
モ
ス
ク
ワ
達
征
に
参
加
し
て
帰
還
し
な
か
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
四
歳
に
し
て
父
を
失
っ
た
不
幸
な
混
血
児
は
、

母
の
手
に
よ
っ
て
、
貧
困
の
中
に
成
長
し
、
仕
立
屋
職
人
と
な
っ
た
。

そ
の
後
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
を
は
な
れ
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
ウ
ィ
ー
ン
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

放
細
し
、
三
五
年
、
パ
リ
に
繊
て
き
て
い
る
。
彼
の
放
浪
は
「
当
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
手
工
業
職
人
達
の
習
慣
に
従
っ
て
」
、
裁
縫
職
人
と
し
て
の
腕
を

み
が
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
時

代
に
、
一
種
目
革
命
詩
を
つ
く
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
パ
リ

に
来
る
以
前
か
ら
祉
会
的
関
心
を
も
つ
て
い
た
屯
の
と
想
像
さ
れ
る
。

　
パ
リ
に
禺
た
彼
は
、
当
時
在
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
人
の
中
ぞ
最
も

多
数
で
あ
っ
た
仕
立
職
人
と
の
交
り
を
逓
じ
、
三
五
年
十
月
に
は

「
亡
命
者
秘
密
同
盤
し
に
加
わ
9
、
露
盤
の
一
員
と
し
て
フ
ー
リ
エ
、

サ
ン
。
シ
モ
ン
、
オ
t
ウ
ェ
ン
、
カ
ベ
…
、
ブ
ラ
ン
キ
等
を
学
び
、

社
会
主
義
思
想
の
洗
礼
を
う
け
た
の
で
あ
る
が
、
就
中
彼
の
餓
ハ
昧
を

ひ
い
た
の
は
バ
ブ
ー
フ
の
そ
れ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
　
「
義
人
同
氏
」

が
設
立
さ
れ
た
時
に
は
、
そ
の
主
要
な
一
員
と
し
て
活
躍
す
る
程
に
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幽
な
っ
て
い
た
が
、
「
二
ゐ
ハ
年
四
月
、
パ
リ
を
離
れ
て
ド
イ
ツ
に
儘
拶
り
、
、

ウ
ィ
ー
ン
に
わ
た
っ
て
三
七
年
九
月
、
再
び
パ
リ
に
帰
る
ま
で
、
同

…
盟
と
離
れ
て
い
た
の
ぞ
、
彼
の
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
最

初
の
、
独
自
の
理
論
家
と
し
て
の
活
動
を
開
始
す
る
の
は
、
厳
密
に

は
そ
れ
以
後
に
属
す
る
。
い
つ
れ
に
し
て
も
、
七
月
革
命
後
の
、
特

…
異
な
雰
囲
］
気
を
も
つ
た
パ
リ
ー
そ
れ
も
リ
ヨ
ン
の
労
働
者
一
斗
の

直
後
の
t
に
新
た
こ
と
は
彼
の
生
涯
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
っ
た

と
い
わ
な
け
れ
ば
・
な
ら
・
な
い
。
彼
は
社
会
主
義
者
と
し
て
の
理
論

的
、
実
践
的
活
動
に
入
る
と
と
も
に
、
腕
を
み
が
く
為
に
パ
リ
に
来

り
、
社
会
的
批
判
の
眼
を
開
か
れ
、
啓
蒙
さ
れ
た
一
鮮
の
ド
イ
ツ
人
、

臓
稼
ぎ
職
人
の
闇
で
尊
敬
さ
れ
だ
し
、
義
倉
同
盟
の
中
核
的
人
物
と

し
て
盛
し
て
い
つ
畑
・
彼
の
契
に
よ
り
て
、
斐
醐
嬰
若

者
同
盟
の
残
津
を
洗
い
お
と
し
、
階
級
性
を
確
立
し
、
共
産
主
義
的

傾
向
を
強
く
打
轟
し
、
亡
命
者
同
盟
と
は
ち
が
っ
た
基
礎
に
お
い
て
、

共
和
主
蕪
悩
的
｝
プ
μ
パ
ガ
ン
ダ
を
明
確
甲
に
も
っ
と
こ
ろ
の
一
民
主
的
加
殺
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
な
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
亡
命
者
同
盟

の
分
裂
に
よ
っ
て
成
立
し
た
義
人
同
盟
を
し
て
、
亡
命
考
同
歯
と
異

る
性
絡
…
の
も
の
と
し
て
成
長
さ
せ
て
い
く
上
に
、
大
き
な
功
績
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
｝
八
三
八
年
、
パ
リ
で
彼
の
最
初
の
著
作
O
画
①
定
説
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

魯
げ
①
承
事
Φ
ω
δ
一
雪
§
黛
ω
①
営
ω
o
葺
①
が
脚
版
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
書
に
は
彼
の
主
著
で
あ
る
「
調
和
と
自
由
の
保
証
の
9
舜
馨
δ
ゆ

q
Φ
同
趣
鴛
臼
O
巳
①
⊆
跡
α
剛
触
の
警
①
騨
」
の
主
要
な
考
え
方
が
示
さ
れ

　
　
⑪

て
い
る
。

　
一
八
三
九
年
五
月
、
ブ
ラ
ン
キ
一
派
の
陰
謀
に
加
担
し
た
義
人
同

盟
の
同
志
、
シ
ャ
ツ
パ
ー
、
バ
ウ
ア
ー
は
捕
え
ら
れ
、
・
ン
ド
ン
に

亡
命
し
、
同
盟
は
事
実
上
四
散
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ヴ
ァ
イ
ト
リ

ン
ク
は
こ
の
際
、
ブ
ラ
ン
キ
一
揆
に
加
担
せ
ず
、
同
志
の
亡
命
後
も

パ
リ
に
留
り
、
同
志
の
獲
得
、
組
織
の
再
編
成
に
腕
を
ふ
る
い
、
実

際
上
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、
行
動
力
の
上
で
も
頭
角
を
あ
ら
わ
し

て
い
る
。
し
か
し
そ
の
活
躍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
盤
の
再
建
が
不

可
能
ぞ
あ
り
、
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
政
府
の
弾
圧
も
次
第
に
厳
し
く

な
っ
て
く
る
の
を
み
た
彼
は
、
四
一
年
五
月
、
そ
の
前
年
に
一
度
訪

れ
た
こ
と
○
あ
る
ス
イ
ス
に
赴
き
、
ゲ
ン
フ
、
ヴ
ェ
ヴ
ェ
イ
、
ベ
ル

ン
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
等
に
お
け
る
多
彩
な
行
動
を
開
田
始
す
る
の
．
て
あ
る
。

ス
イ
ス
は
マ
ッ
チ
ー
二
が
「
串
霧
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
を
組
織
…
し
た
地
．
て

あ
り
、
従
っ
て
「
青
年
ド
イ
ツ
」
の
名
残
り
が
掩
っ
て
い
た
。
そ
れ

は
反
ウ
ィ
ー
ン
体
制
的
で
、
．
凝
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
息
吹
「
で
は
あ
っ

34　（298）



V◎rmarzにおける祉会主義（広実）

た
が
、
基
本
的
に
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
の
線
に
そ
う
も
の
で
あ

9
、
本
質
的
に
社
会
主
義
運
動
で
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
反
共

魔
主
義
驚
動
で
さ
え
あ
る
。
こ
の
運
動
の
理
念
の
申
に
は
室
想
社
会

主
義
的
な
も
の
、
殊
に
フ
ー
リ
エ
の
教
義
が
入
っ
て
い
た
と
い
わ
れ

る
。
し
か
る
に
、
ス
イ
ス
に
遊
ん
だ
ド
イ
ツ
手
工
業
職
人
は
、
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

そ
の
影
響
下
に
入
っ
て
い
た
。

　
「
青
年
1
3
イ
ッ
」
に
対
抗
す
る
こ
と
を
直
接
の
目
標
と
し
て
、
グ

ァ
イ
ト
リ
ン
ク
の
実
…
蟻
的
活
動
は
最
高
潮
に
達
し
た
。
シ
モ
ン
・
シ

ュ
ミ
ッ
ト
　
ω
●
ω
o
げ
罠
一
瓢
け
、
ア
ウ
グ
ス
ト
。
ベ
ッ
カ
ー
》
●
じ
σ
①
o
オ
Φ
戦
、

セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ザ
イ
ラ
i
ω
・
ω
虫
H
賃
、
さ
ら
に
二
人
の
デ
ー

シ
人
、
ペ
ー
タ
ー
セ
ン
男
①
8
誘
Φ
障
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
セ
ン
○
σ
磐

冴
鉱
効
⇒
ω
①
誹
を
ひ
き
つ
れ
、
彼
は
ゲ
ン
フ
に
お
い
て
新
し
い
細
糊
織
を

基
礎
づ
け
、
週
期
…
紙
「
踏
建
貯
暁
慧
鳥
Φ
厭
q
Φ
忽
瞥
ω
o
げ
①
嵩
隔
嵩
α
q
①
b
餌
」
の

　
　
　
　
　
　
＠

編
集
に
従
事
し
た
。
マ
ー
ル
、
デ
レ
ッ
ケ
、
シ
ュ
タ
ン
ダ
ウ
等
に
指

導
さ
れ
た
「
青
年
ド
イ
ツ
」
に
対
す
る
公
然
た
る
挑
戦
は
開
始
さ
．
れ

た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
通
じ
て
共
産
主
義
的
同
盟
の
基
礎
を
固
め

る
に
一
応
の
成
功
を
み
た
の
ぞ
あ
る
。
「
閏
謹
Φ
暁
鶏
創
①
ω
鳥
Φ
黛
ω
o
び
①
⇔

知
お
Φ
⇔
島
」
が
在
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
職
人
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
、
四
二
年
、
ヴ
ェ
ヴ
ェ
イ
で
轟
版
さ
れ
だ
し
た
雑
誌

「
O
δ
甘
⇒
σ
q
①
○
①
津
Φ
同
簿
怠
◎
ご
」
は
ス
イ
ス
市
民
を
対
象
に
し
た
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
「
す
べ
て
の
者
の
利
益
を
損
う
個
人
の
利

益
に
反
対
し
、
個
人
を
し
め
だ
す
こ
と
な
く
、
す
べ
て
の
者
の
利
益
．

　
　
⑪

の
為
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
こ
の
雑
誌
の
カ
を
借
9
、
ヴ
ェ
ヴ
ェ

イ
で
も
新
た
な
労
働
者
組
織
を
つ
く
り
、
ス
イ
ス
市
民
を
も
含
め
て

約
千
入
に
近
い
同
志
を
獲
得
し
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
、
ア
ジ
テ
イ
シ
訂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ン
等
を
心
得
た
職
業
的
革
命
家
の
育
成
に
も
或
程
度
成
功
し
た
。

　
主
著
O
簿
窮
9
δ
ご
鳥
實
鑓
9
石
蟹
。
β
㎞
Φ
償
遣
伽
団
器
節
Φ
騨
は
こ
う

し
た
実
践
活
動
の
か
た
わ
ら
書
か
れ
、
禺
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書

が
一
八
四
二
年
に
嵩
版
さ
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
の
問
に
手
工
業
職
人
、
，

労
働
者
の
バ
イ
ブ
ル
の
価
値
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
当
時
と
し
て
は

珍
ら
し
く
広
く
読
ま
れ
た
。
そ
れ
は
初
版
以
後
、
四
五
、
四
九
年
に

板
を
重
ね
た
程
で
あ
る
し
、
後
に
禺
位
し
た
b
鋤
の
図
く
鶏
b
σ
Q
Φ
H
貯
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

鳥
Φ
残
霞
9
①
p
ω
傭
ゆ
q
Φ
巴
と
と
竜
に
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー
語
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
に
翻
訳
さ
れ
、
労
働
者
一
般
の
古
典
と
な

っ
て
い
ワ
9
程
ノ
」
あ
呵
る
Q
　
「
仕
立
醐
臓
人
ヴ
’
イ
ル
ヘ
ル
ム
。
謝
ソ
ァ
イ
ト
リ
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ン
ク
は
一
躍
有
名
人
と
な
っ
た
。
」
「
こ
の
書
の
作
用
は
異
常
な
短
大

き
か
っ
た
。
獄
ン
ド
ン
や
パ
リ
か
ら
竜
賛
意
を
表
し
た
手
紙
が
や
っ

て
き
た
。
た
だ
に
義
人
周
盤
の
同
志
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
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進
歩
的
感
覚
の
知
識
人
も
ま
た
市
民
的
立
町
か
ら
、
こ
の
偉
大
な
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

績
に
つ
い
て
承
認
す
る
こ
と
を
語
っ
た
。
」
彼
ボ
ス
イ
ス
に
赴
く
に

際
し
て
、
パ
リ
の
義
人
同
盟
を
托
し
た
エ
グ
｝
ノ
ー
ペ
ッ
ク
鵜
≦
Φ
触
げ
－

Φ
o
醒
は
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
パ
リ
の
労
働

者
の
間
で
、
労
働
者
の
勝
利
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
、
評
判
に
な
り
、

ダ
グ
イ
ド
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
イ
エ
ス
伝
U
邑
・
O
．
ω
国
魂
あ
ρ
ぴ
①
－

び
Φ
欝
『
①
ω
舞
ω
が
異
版
さ
れ
た
時
の
如
く
反
響
が
あ
っ
た
と
報
告
し
て

　
　
繭
．

い
る
し
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
彼
に
最
高
の
注
意
と
尊
敬
を
送
り
、

「
こ
の
仕
立
職
人
の
見
解
と
精
神
に
如
何
に
驚
か
さ
れ
た
こ
と
か
！

実
際
彼
は
彼
の
階
級
の
予
言
者
で
あ
る
」
と
し
て
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

な
学
徒
が
仕
立
職
人
の
前
に
顔
色
な
き
を
告
白
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ

⑳た
。
ハ
イ
ネ
の
よ
う
な
、
彼
と
は
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
る
べ
き
人
で

さ
え
も
、
　
「
ド
イ
ツ
労
働
者
の
問
答
示
…
教
書
」
、
「
才
能
の
人
」
と
賛

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

辞
を
お
し
ま
な
か
っ
た
し
、
マ
ル
ク
ス
も
一
八
四
四
年
℃
9
識
の
Φ
吐

く
。
鴨
毛
9
3
跨
ω
紙
上
ぞ
、
「
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ソ
ク
の
○
銭
9
冥
鑑
Φ
輪
島
Φ
邑

瓢
9
コ
目
。
降
㎞
①
鴬
⇒
鳥
男
畦
皿
げ
Φ
騨
如
き
作
晶
を
、
ド
イ
ツ
。
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
は
彼
ら
の
哲
学
や
畿
目
き
・
も
の
で
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
解
…
放

に
つ
い
て
、
そ
の
政
治
的
解
放
を
何
処
で
果
し
た
で
あ
ろ
う
か
」
と

高
く
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
彼
の
頂
土
蔵
も
、
一
八
四
四
年
0
9
ω
国
く
餌
ゆ
㈹
Φ
鐸
嵩
謬
創
Φ
八

節
『
曇
①
⇒
磐
ぎ
鳥
①
構
の
繊
版
の
頃
を
境
と
し
て
、
急
速
に
変
化
し
て
い

く
。
さ
し
も
嶽
弱
な
る
国
ス
イ
ス
に
お
い
て
も
、
こ
の
書
は
神
聖
冒

漬
、
不
敬
、
共
産
主
義
秘
密
同
盟
の
設
立
を
ア
ジ
る
も
の
と
さ
れ
、

罪
・
に
…
問
わ
れ
て
一
年
の
禁
書
鮒
に
処
さ
れ
て
後
、
国
外
追
放
と
な
っ

て
プ
ロ
イ
セ
ン
当
局
に
引
渡
さ
れ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
に
帰
っ
た
彼
は
、

兵
役
に
服
す
る
こ
と
を
忌
避
し
、
プ
皿
イ
セ
ン
当
局
も
ま
た
、
こ
の

危
険
き
わ
ま
り
な
い
人
物
が
軍
隊
に
与
え
る
共
産
主
義
を
秘
か
に
恐

れ
た
の
で
、
逃
れ
て
ロ
ン
ド
ン
に
赴
く
こ
と
が
ぞ
き
た
。
華
か
な
活

動
を
胸
に
え
が
い
て
ロ
ン
ド
ン
に
渡
っ
た
彼
を
待
っ
て
い
た
の
は
、

し
か
し
な
が
ら
、
も
早
や
彼
の
時
代
が
す
ぎ
玄
つ
た
と
い
う
事
態
の

み
で
あ
っ
た
。
単
な
る
ド
イ
ツ
人
の
早
舞
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
の
性
格
に
遷
り
、
シ
ャ
ツ
パ
ー
、
モ
ル
、
バ
ウ
ア
ー
の
指
導
力

は
失
わ
れ
、
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
そ
れ
に
代
っ
て
い
た
。
そ

れ
は
指
導
者
の
交
代
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
本
質
的

な
変
化
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
義
人
同
盟
の
イ
デ
オ
鷲
ギ
ー
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

も
は
や
ヅ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
の
見
解
を
古
び
た
竜
の
と
し
て
退
け
た
。

ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
と
彼
の
討
論
は
そ
れ
を
示
す
竜
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

他
な
ら
ず
、
彼
は
敗
北
し
て
い
く
の
で
あ
る
ρ
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Vormitrzにおける祉会童義（広実）

　
そ
の
後
、
彼
は
各
地
を
転
々
と
放
浪
し
て
歩
い
た
が
、
四
七
年
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
渡
っ
た
。
四
八
年
三
月
、
ド
イ
ツ
に
革
命
が
お
こ

る
と
、
彼
は
恵
ち
に
帰
国
し
た
が
、
　
「
も
は
や
大
し
た
人
気
「
も
な
く
、

革
命
の
年
に
は
何
処
に
も
出
歩
い
て
い
か
な
か
っ
た
。
ヴ
ァ
イ
ト
リ

ン
ク
が
四
八
年
の
初
夏
、
ベ
ル
リ
ン
に
や
っ
て
き
た
時
、
ベ
ル
リ
ン

の
労
働
者
会
議
は
彼
の
激
励
文
を
す
ら
、
ほ
と
ん
ど
恐
れ
る
よ
う
に

し
て
拒
絶
し
た
。
…
…
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
が
発
行
し
た
U
Φ
號
¢
励
竃
－

鋸
瓢
①
励
は
ベ
ル
リ
ン
と
そ
の
近
郊
で
一
五
〇
人
の
購
読
者
を
得
た
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
ど
ま
り
、
黙
劇
の
後
廃
刊
に
な
っ
た
。
」
彼
は
今
や
全
く
過
去
砂

人
で
あ
り
、
敗
残
の
人
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
四
九
年
に
は
再
び
ア

メ
リ
カ
に
向
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
も
社
会
主
義
的

な
雑
誌
、
新
聞
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
、
一
種
の
共
産
村
の
建
設

を
行
い
、
こ
れ
ら
に
失
敗
し
て
か
ら
は
、
工
学
、
鷺
沼
学
等
を
趣
味

と
す
る
一
仕
立
屋
に
か
え
り
、
釦
孔
つ
く
り
の
ミ
シ
ン
の
発
明
、
天

　
　
　
　
　
　
、
⑳

文
学
随
一
の
考
察
に
熱
中
し
、
　
一
時
教
壇
に
立
つ
た
こ
と
も
あ
る
が
、

七
一
年
に
そ
の
多
彩
な
波
乱
多
い
生
涯
を
と
じ
て
い
る
。

註①
普
通
タ
δ
覧
冒
σ
q
と
か
く
が
と
薩
O
①
暮
の
。
遷
し
づ
δ
窪
q
贔
℃
｝
常
に
よ

　
れ
ば
、
は
じ
め
の
頃
に
は
〆
＜
⑦
賦
口
謬
σ
q
と
か
い
て
い
た
。

②
　
薦
単
な
も
の
と
し
て
は
、
例
え
ば
ラ
ス
キ
「
典
慶
党
宣
言
へ
の
胚
史
的

　
序
説
」
　
（
出
村
喬
訳
）
一
一
頁
以
下
。

③
古
く
は
旨
○
●
ヒ
ご
ぎ
艮
の
匡
ご
O
δ
困
（
。
ヨ
ヨ
§
置
8
郎
ぎ
伽
禽
ω
魯
譲
・

　
①
欝
⇔
簿
。
ぴ
恥
①
⇒
σ
鼠
芝
①
埠
ロ
一
薦
く
。
茜
①
旨
郎
α
①
餌
①
p
℃
勲
筥
Φ
お
P
N
偽
識
。
ぽ

　
一
Q
O
μ
ω
．
ω
。
ω
Φ
ロ
Φ
冠
旧
U
⑦
h
ω
O
げ
昆
博
ω
3
昌
①
聴
芝
・
司
皿
菖
営
σ
q
鷹
・
α
①
號
潟
？

　
糞
日
β
鉱
露
Φ
P
蘇
居
導
凶
¢
鵠
⇔
臨
0
7
じ
d
①
機
ゆ
回
G
Q
高
Q
Q
．
♂
＜
●
竃
節
『
昌
O
鋤
ω
智
欝
σ
q
O

　
σ
①
巳
ω
o
鷺
簿
昌
“
ぎ
山
Φ
鴨
ω
o
犀
≦
臥
賊
．
．
U
①
ぢ
N
お
一
Q
Q
＆
’
野
隅
巴
①
冠
…
芝
■

　
窯
①
留
㍑
津
σ
q
●
　
ω
①
貯
①
　
》
σ
q
客
9
⊃
賦
O
⇔
鐸
　
ピ
①
財
頃
P
　
潤
父
賦
口
α
q
昌
－
N
島
『
一
〇
げ

　
H
G
Q
Q
o
メ
匂
●
噂
蹄
α
σ
巴
…
　
両
一
欝
　
ピ
①
び
①
⇔
ω
舅
β
炉
　
ω
酔
自
直
門
9
箕
　
一
〇
Q
O
り
．
　
国
℃

　
ω
〇
三
鶏
δ
匿
い
U
δ
諺
嵩
匝
蛎
づ
騎
Φ
α
①
目
儀
①
β
富
O
ぽ
①
P
｝
目
げ
①
雰
①
邑
σ
①
≦
Φ
鵬
償
β
α
q

　
一
嵩
》
B
①
目
節
ジ
ω
酔
償
θ
露
9
暮
H
り
O
メ
男
ソ
菌
①
び
ユ
ご
α
q
旧
図
一
ゆ
一
Φ
詳
蒲
づ
σ
q
N
爲
辱

　
一
盛
ぼ
莚
β
営
ω
曽
に
ω
α
Q
鋤
び
①
鳥
Φ
鴇
”
鴇
O
p
暁
鍵
μ
識
Φ
p
α
零
潤
9
♪
醜
導
。
蝕
⑦
幻
●
男
『
蝕
7

魚
詳
．
、
じ
d
Φ
携
㍑
昌
一
〇
〇
G
Q
●
鳥
Φ
目
の
い
○
①
ω
O
一
口
O
げ
8
α
①
邑
鳥
①
¢
富
O
財
O
熔
U
Φ
き
？

犀
鴨
象
δ
切
9
尉
ω
酔
9
薦
鶉
暮
一
ヨ
O
●
男
。
窯
印
。
鉱
①
い
O
δ
σ
q
8
ω
ω
①
鯵
ω
o
N
L

貯
罵
ω
8
⇒
じ
d
幽
。
回
㌍
い
①
首
臥
σ
q
お
μ
㊤
．
円
。
し
づ
9
吐
筥
貯
巴
…
芝
臨
貯
嵩
⇔
σ
q
α
Φ
触

O
①
貯
出
α
q
Φ
⇔
Φ
詳
ω
①
ぎ
①
ご
○
①
聴
①
o
巨
お
犀
①
罫
．
．
凋
δ
一
δ
碁
．
鉾
9
δ
貯
①
嚇

∪
Φ
塔
諺
。
び
①
融
閃
励
鋤
財
ω
o
臥
巴
営
口
∬
ρ
ω
什
＝
欝
σ
q
餌
取
H
⑩
ω
ピ
等
が
あ
げ
ち
れ
る
。

但
し
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
今
日
入
手
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
近
い
。
最
近
の

も
の
と
し
て
は
只
曾
○
σ
①
目
彗
餌
P
津
い
O
δ
O
①
β
紳
の
O
げ
①
昌
》
励
び
Φ
営
④
統
一
昌
Q
①
巴

殉
①
〈
o
冨
諜
。
ロ
〆
δ
⇔
同
Q
。
幽
Q
。
”
し
σ
①
誌
践
お
㎝
ρ
胸
ω
o
び
残
鶉
①
鳳
①
ご
ρ
自
①
に
Φ
ゆ

N
⊆
触
O
①
の
O
建
免
溝
①
儀
臼
，
の
O
臨
巴
①
口
蟹
塊
矯
σ
q
①
一
⇔
O
①
q
房
O
窪
9
こ
嵩
9
一
Q
◎
O
O

－
H
c
。
刈
ρ
○
α
算
貯
σ
q
①
⇒
屋
α
9
に
部
分
的
に
み
ら
れ
る
。
切
・
し
6
目
①
け
⇒
①
o
犀
e

蚕
．
毫
①
騨
H
ぎ
げ
q
噛
》
ヨ
↓
o
携
α
①
邑
装
O
オ
煽
⇔
団
計
し
d
①
臨
貯
お
㎝
①
は
丈
学
的
で

は
あ
る
が
注
揖
す
べ
き
も
の
。
な
お
O
簿
鴇
践
μ
鉱
O
β
魚
Φ
回
．
甲
貯
境
目
o
H
麟
Φ
二
。

切
邑
蝕
ぴ
①
皆
が
一
九
猟
覧
年
、
じ
ご
．
開
9
β
鷺
μ
o
髭
の
じ
残
菊
竃
謬
ρ
8
σ
q
と
》
苧
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邑
Φ
畦
渥
瓢
昌
α
q
Φ
詳
を
も
つ
て
b
σ
Φ
匹
ぎ
か
ら
繊
さ
れ
た
。
そ
の
的
貯
δ
騨
＝
質
α
q

　
　
は
き
わ
め
て
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
④
　
例
え
ば
ら
り
瞥
9
鋤
鮎
償
】
節
簿
β
は
「
フ
ラ
ン
ス
の
ユ
…
ト
ピ
ア
｝
派
．
の
な
が
れ

　
　
を
く
ん
だ
も
の
」
（
ω
O
懸
章
①
¢
●
娼
O
犀
口
ω
o
躍
①
○
①
ω
o
罠
。
馨
Φ
鳥
Φ
鴇
男
①
＜
？

　
　
ξ
寓
O
古
く
O
⇔
H
O
◎
膳
G
。
讐
ω
・
H
黛
）
と
し
て
い
る
し
、
冠
Φ
げ
臣
岱
α
Q
鴇
く
。
に
①
亭

　
　
島
Φ
邑
に
し
て
も
、
せ
い
ぜ
い
社
会
主
義
の
導
入
者
と
し
て
の
等
値
し
か
認

　
　
め
て
い
な
い
。
ザ
て
の
黒
円
．
寓
β
O
び
い
諺
犀
①
昌
昌
Φ
O
①
O
α
暮
①
戦
も
ω
轄

　
　
ω
一
巨
O
⇔
と
苅
比
し
つ
つ
理
解
し
て
い
る
。

⑤
ω
。
寓
£
。
¢
冨
①
二
ρ
器
濠
p
N
弩
O
①
の
。
ぼ
。
霧
Φ
α
興
ω
。
N
巨
野
望
巳
護
①

　
　
一
⇔
國
）
①
駆
け
ω
O
ず
冨
β
α
H
Q
Q
O
O
…
一
〇
◎
団
ρ
o
Q
’
矧
①
・
囚
●
＜
O
嶺
①
⇔
α
①
巴
㎞
＜
O
雛
ζ
餌
－

　
　
O
げ
一
口
く
①
篇
一
N
β
び
Φ
”
一
⇔
堕
ω
．
b
つ
一
難
｛
の

⑥
し
d
お
昌
器
。
冨
は
こ
れ
か
ら
ス
イ
ス
時
代
ま
で
を
彼
の
「
頂
上
期
」
と

　
　
よ
ん
で
い
る
。
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
は
大
ぎ
な
蒋
望
を
も
つ
て
、
革
命
直
後

　
　
の
バ
リ
に
※
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
社
会
的
関
心
は
そ
れ
以
蘭
か
ら
、
根

　
　
当
開
か
れ
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
　
（
》
田
8
0
触
診
Φ
弓
N
自
搾
焦
郎
坤
矯

　
　
ω
．
①
⑩
暁
の
）

⑦
劉
毒
．
℃
o
瓜
。
巨
騨
ぎ
¢
9
》
．
押
竃
。
ぢ
打
9
①
園
①
＜
o
置
江
§
貯

　
　
酬
∪
①
β
け
ω
O
げ
一
9
昌
α
●
目
Q
◎
駆
o
Q
J
偽
㊤
ω
◎
b
⊃
一
．

　
⑤
　
し
d
●
隊
胴
囲
馳
駆
9
α
…
閣
一
5
｝
①
跨
偉
口
σ
q
》
ω
．
H
図

　
③
　
一
三
α
廟
ω
’
困
図
…
〆
・

　
⑧
　
こ
れ
は
同
盟
員
の
要
瀦
剛
に
よ
っ
て
、
執
筆
さ
れ
、
類
型
さ
れ
た
．
も
の
で

　
　
あ
る
。

⑩
囚
9
。
鼠
ぎ
罷
嚇
曽
●
鉾
○
．
ω
。
図

　
⑫
　
渉
筑
蝋
ω
◎
×
罵
ρ
．

．
⑬
ま
箆
…
ω
．
×
く
●
じ
d
お
昌
器
。
搾
Φ
．
野
司
●
ρ
ω
・
謡
・

⑭
声
ζ
①
訂
貯
び
q
旧
○
霧
。
三
魯
け
①
9
暁
◎
①
霧
の
魯
窪
O
窪
δ
舜
賎
舞
姦
し
d
山
●

　
H
．
ω
．
同
9

⑯
霞
目
無
二
α
窪
O
①
募
ω
。
び
①
口
二
障
σ
q
Φ
⇔
O
は
妙
高
千
部
の
発
行
を
み
、

　
パ
リ
に
四
百
、
ロ
ソ
ド
ソ
に
百
部
を
送
る
よ
う
に
な
り
、
七
百
五
十
入
の

　
ド
イ
ツ
人
同
志
の
他
に
、
ス
イ
ス
人
も
加
入
し
て
き
た
。

⑯
後
に
O
霧
守
弩
ひ
・
⑦
巨
ヨ
①
ぎ
①
ω
餌
円
ヨ
窪
ω
自
留
お
と
改
名
。

⑰
じ
ご
お
馨
①
。
冨
嚇
勲
p
ρ
ω
’
竃
．

⑲
ぎ
準
ω
．
8
．

⑲
旨
囚
．
し
d
ご
艮
の
。
巨
ご
9
Φ
囚
。
ヨ
ヨ
毒
翼
Φ
三
β
鳥
興
ω
畠
勲
爵
N
岱
碧
『

　
α
⑦
p
び
魚
毒
Φ
騨
雛
づ
四
く
。
聴
σ
q
Φ
団
瓢
岸
α
Φ
昌
①
昌
℃
鋤
鷺
Φ
巳
Φ
嵩
鴇
ω
．
蒔
。
◎
●

⑳
】
W
目
雪
器
。
冨
…
曽
・
p
O
．
ω
．
一
〇
ρ

⑳
丙
銀
穿
。
崔
旧
勲
p
O
・
ω
．
図
く
H
H
●
区
く
日
・

⑳
し
d
お
昌
器
。
貫
鋤
．
鋤
曾
○
．
ω
●
ご
O
・

⑳
℃
o
蕊
。
巨
匠
三
鈴
9
。
‘
ρ
ω
．
ミ
ー
戯
。
。
●

⑳
　
そ
の
討
論
の
内
容
は
し
d
巳
①
博
ゆ
①
O
貯
①
馴
の
・
同
卜
。
鎗
ω
に
く
わ
し
い
。
な
お

　
彼
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ド
イ
ツ
人
二
戸
、
＜
o
涛
の
長
年
＝
⇔
及
び
そ
の
編
集

　
者
頃
●
囚
鼠
Φ
胆
Φ
に
対
す
る
非
共
産
主
義
と
す
る
照
六
年
五
月
の
非
難
決

　
議
に
も
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
を
含
む
八
人
の
申
で
唯
一
人
反
対
し

　
た
。
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ソ
ク
は
ク
リ
ー
ゲ
の
「
兄
弟
」
と
き
め
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
　
（
マ
ル
・
エ
ソ
選
集
、
第
一
巻
上
、
一
七
三
頁
以
下
及
び
二
二
置
頁
参
）

⑳
ω
欝
α
露
ヨ
曽
毒
…
効
・
9
・
ρ
ω
δ
ピ

⑳
　
こ
れ
を
も
っ
て
、
彼
は
一
＝
一
；
ト
ソ
以
来
の
も
の
と
膚
窪
し
て
い
る
。

　
な
お
彼
の
新
宗
教
の
設
立
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
え
た
か
。
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四
、
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
ー
そ
の
思
想
1

　
し
か
ら
ば
皆
人
同
書
の
変
質
と
と
も
に
お
き
虫
ら
れ
、
三
月
革
命

と
い
う
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
に
お
い
て
用
な
き
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た

彼
の
理
論
、
思
想
の
本
質
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
又
、

彼
は
如
何
な
る
点
で
室
想
的
社
会
主
義
者
と
区
別
さ
れ
る
べ
き
か
と

い
う
問
題
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
ま
ず
彼
の
思
想
の
概

略
を
な
が
め
て
み
た
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
彼
は
多
く
の
著
作
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
論
文
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
核
心
と
な
る
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

も
の
は
O
p
残
p
φ
戯
Φ
ロ
α
①
触
麟
9
吋
8
0
巳
Φ
皿
．
男
巳
Φ
匿
⑦
答
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
を
中
心
に
考
え
て
い
く
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。

　
0
9
蜀
⇒
二
①
⇒
は
今
日
に
お
い
て
も
残
っ
て
い
る
素
朴
な
未
開
祉
会

の
例
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
　
「
そ
こ
で
少
年
時
代
を
生
き
、
遊
び
、
笑

い
、
苦
し
み
、
楽
し
む
。
自
然
が
さ
し
し
め
す
途
よ
り
他
に
は
法
…
測

　
　
　
　
　
　
　
②

も
邪
魔
も
の
も
な
い
」
、
そ
の
よ
う
な
世
界
。
人
類
の
歴
史
も
こ
の

よ
う
な
状
態
か
ら
始
ま
っ
た
。
自
然
は
人
類
に
必
要
な
も
の
を
必
要

以
上
に
供
給
し
て
く
れ
た
。
　
「
自
由
と
独
立
の
申
に
、
穿
話
は
す
べ

　
　
　
　
③

て
生
活
し
た
。
」
し
か
し
そ
れ
は
次
第
に
く
ず
れ
て
く
る
。
　
や
が
て

遊
牧
生
活
の
中
か
ら
「
俺
の
も
の
、
お
前
の
も
の
竃
¢
貯
鼻
O
①
ぎ
」

と
い
・
2
言
葉
が
生
れ
て
く
る
。
は
じ
め
は
単
に
「
こ
の
羊
は
俺
の
も

　
④の
だ
」
と
い
っ
た
調
子
で
用
い
ら
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
需
葉
の
膏
心

葉
す
ら
相
手
に
は
理
解
で
き
な
い
。
が
、
言
葉
の
使
用
は
概
念
を
生

み
、
財
産
国
お
露
麟
⊆
ヨ
が
も
た
れ
、
　
土
地
が
そ
の
対
象
と
な
っ
て

く
る
と
戦
争
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
b
／
、
奴
隷
所
有
が
始
め
ら
れ
て

く
る
Q
こ
こ
に
お
い
て
人
類
は
階
級
的
な
社
会
を
生
み
だ
し
、
支
配

す
る
竜
の
と
支
配
さ
れ
る
も
の
、
財
産
を
も
つ
も
の
と
も
た
な
い
も

の
に
分
れ
て
く
る
。
「
こ
の
時
代
に
は
二
種
類
の
人
意
が
存
在
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

働
く
人
聞
と
働
か
な
い
人
闇
、
即
ち
主
人
と
奴
隷
で
あ
る
。
」

　
か
く
し
て
働
か
ざ
る
人
關
は
、
自
己
の
需
要
を
満
足
さ
せ
る
た
め

に
、
物
々
交
換
を
行
い
だ
し
、
商
業
が
成
立
し
て
く
る
。
こ
の
機
能

を
十
分
な
ら
し
め
る
為
に
貨
幣
○
①
冠
が
つ
く
ら
れ
、
○
①
匡
ω
℃
ω
8
巳

が
確
立
さ
れ
て
く
る
。
　
臼
①
国
焦
言
創
q
φ
σ
q
山
①
ω
O
Φ
鐵
①
の
は
○
鋤
㍗

餌
づ
江
①
β
の
、
否
、
彼
の
全
思
想
体
系
の
中
心
命
題
と
も
い
う
べ
き

も
の
で
あ
り
、
人
類
の
不
幸
、
罪
悪
の
源
は
こ
こ
よ
り
発
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
の
ぞ
あ
る
。

　
Q
碧
，
9
馨
δ
嵩
は
断
る
ま
で
竜
な
く
、
歴
虫
書
で
は
な
く
、
社
会

批
判
の
書
で
あ
り
、
未
来
の
虐
冗
全
赴
会
へ
の
指
針
を
主
目
的
に
す
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
ヅ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
に
と
っ
て
は
、
歴
史
的
認
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識
、
歴
典
的
把
握
が
祉
会
批
判
の
暴
盤
と
な
る
も
の
で
あ
．
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
の
み
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
を
克
服
し
う
る
竜
の
と
し
た
の
で

　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

あ
る
。
歴
毅
家
で
な
い
彼
の
歴
史
観
は
、
勿
論
、
統
一
的
で
も
体
系

的
で
屯
あ
り
得
な
い
。
し
か
し
、
唯
物
論
的
墓
礎
の
上
に
た
っ
て
、

略
肉
歴
史
を
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、
第
一
に
は
原
始
的
社
会
Q
養
諺
蜜
盈
、
第
二
に
は
財
産

の
成
立
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
時
代
、
蝕
Φ
N
①
留
く
。
⇔
創
興

国
暮
ω
8
げ
§
α
q
鳥
Φ
ω
田
σ
q
①
馨
β
羅
ω
げ
δ
§
同
○
①
σ
q
①
⇒
喬
霞
瞥
で
、
そ

れ
は
同
時
に
不
平
等
と
抑
圧
d
ゆ
u
脅
冨
搾
『
げ
①
溶
藁
電
じ
d
⑦
費
ウ
。
騨
‘
⇔
σ
q
の

隣
代
で
も
あ
る
。
第
三
は
囚
。
白
女
§
δ
二
塁
の
時
代
、
す
な
わ
ち

こ
れ
か
ら
展
開
さ
れ
る
、
彼
の
い
わ
ゆ
る
幽
総
覚
社
会
く
。
躍
甥
。
罠
旨
？

ゆ
⑦
○
Φ
ω
①
目
ω
O
げ
Φ
津
で
あ
る
。
　
「
完
全
社
会
に
は
行
政
は
あ
っ
て
も

支
配
は
な
い
。
義
務
は
あ
っ
て
も
法
は
な
い
。
　
（
悪
へ
の
）
薬
は
あ

　
　
　
　
　
　
　
⑦

つ
て
も
刑
罪
は
な
い
。
図
営
④
＜
O
崔
（
O
H
昌
毯
Φ
降
Φ
○
Φ
ω
①
目
ω
O
げ
簿
旧
び
無

二
Φ
ぎ
Φ
男
①
σ
q
δ
同
¢
p
σ
Q
℃
6
り
O
⇔
鳥
O
構
¢
①
匿
①
＜
禽
≦
巴
ε
箒
σ
q
嚇
犀
①
ぎ
①
○
？

6Q

ﾌ
憲
ρ
ω
O
づ
瓢
費
、
⇔
白
め
汐
び
8
注
解
Φ
…
P
①
ω
骨
一
・
P
囲
①
P
ω
O
霞
鳥
①
邑
δ
寓
Φ
「

一
財
μ
轟
雰
Φ
一
」
　
と
彼
早
臥
い
・
り
。
パ
ン
と
十
一
地
が
一
9
。
へ
て
の
人
動
乱
に
ゆ
｝
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

わ
た
り
、
自
然
を
享
楽
し
て
い
た
時
代
が
す
ぎ
去
る
と
、
人
類
は
自

由
を
失
い
、
調
聯
が
消
え
さ
っ
て
い
く
。
自
由
は
一
部
の
人
山
の
も

の
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
、
不
合
理
が
何
の
不
思
議
も
な
く
横
行
し

う
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
「
調
漁
な
き
社
会
○
①
の
①
房
O
ゴ
9
難
O
ぴ
⇔
①

麟
鴛
琶
。
巳
㊦
」
は
歴
皮
的
に
生
れ
て
き
た
の
で
は
な
く
し
て
、
創
り

溝
さ
れ
て
き
た
竜
の
で
あ
る
。
絶
対
的
な
国
家
理
念
p
げ
ω
o
貯
8

ω
鐘
讐
ω
ご
①
巴
も
本
来
存
在
し
た
屯
の
ぞ
は
な
く
し
て
、
社
会
の
う

ご
き
に
応
じ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
利
益
を
う
け
る
も
の
が
創
幽
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

も
の
ぞ
あ
る
に
す
ぎ
な
い
し
、
言
語
や
｛
示
教
に
よ
る
区
分
、
区
別
は

自
由
と
調
和
の
失
わ
れ
た
面
会
に
お
け
る
喜
劇
ぞ
あ
っ
た
と
し
て
い

る
。　

以
上
の
よ
う
な
前
提
に
立
っ
て
、
彼
は
現
在
社
会
を
批
判
し
、
将

来
の
プ
μ
グ
ラ
ム
を
作
製
す
る
。
　
「
現
在
、
世
界
に
は
多
様
な
人
闇

が
い
る
。

　
一
、
有
益
な
仕
事
に
従
隣
し
て
い
る
人
、
竃
⑦
⇔
ω
魯
①
詳
鳥
δ
o
営

　
　
⇒
離
膏
戦
け
び
①
ω
O
O
ω
O
け
9
一
津
σ
Φ
一
触
①
一
σ
㊦
旨
…

　
二
、
有
益
で
な
い
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
人
、
竃
魯
ω
魯
Φ
誉
＆
①

　
　
蝕
ゆ
二
添
ご
岸
晋
①
ω
（
｝
①
の
O
び
鮮
当
為
σ
O
貫
魚
σ
㊦
⇒
　

　
一
二
、
少
し
も
労
働
し
な
い
入
、
窓
①
⇒
ω
O
げ
O
P
合
①
σ
q
鍵
凱
O
馨

　
　
①
触
ぴ
①
皆
①
づ
…

　
四
、
有
害
な
仕
喜
に
従
事
し
て
い
る
人
、
竃
①
盛
。
｝
お
P
＆
①
①
貯
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⑲

　
　
の
警
9
、
巳
昼
δ
の
Φ
Φ
ω
9
鷲
け
ぴ
雲
融
㊦
笹
霧
し

が
範
醸
…
的
に
分
け
ら
れ
る
し
、
し
か
も
第
一
の
強
聴
に
属
す
る
も
の

に
比
較
し
て
、
他
の
も
の
は
少
数
で
あ
る
に
亀
拘
わ
ら
ず
、
祉
会
的

に
は
大
き
な
力
を
も
つ
て
い
る
の
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
が
彼
の
い
う

調
和
と
自
由
の
炎
わ
れ
た
社
会
ぞ
あ
っ
て
、
そ
の
根
源
は
O
色
α
ω
率

ω
審
営
に
あ
り
、
歴
史
的
に
創
作
さ
れ
て
き
て
い
る
。
不
合
理
、
不

平
等
、
抑
圧
が
表
面
に
立
つ
た
世
界
は
平
等
な
、
合
理
的
な
、
抑
圧

な
き
枇
界
に
か
え
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
○
翌
翌
H
益
魯
之
前
後
し

て
、
一
八
四
二
年
八
月
十
四
薄
の
↓
Φ
δ
σ
Q
轟
勺
ぴ
紙
に
「
共
産
主
義

原
理
の
政
治
形
態
O
δ
刃
①
σ
q
δ
邑
舞
⇔
σ
q
ω
h
o
服
毒
α
①
9
。
醤
。
睡
鑓
二
ほ
ω
怠
？

9
窪
勺
甑
§
首
」
　
と
題
す
る
論
文
を
よ
せ
た
彼
は
、
そ
の
中
で
、

「
政
府
は
人
問
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
し
て
、
能
力
を
選
ぶ
こ
と
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

つ
て
成
立
さ
せ
る
べ
詳
ざ
．
て
あ
る
」
と
説
い
て
い
る
が
、
現
在
一
社
A
竃
は

理
性
、
能
力
、
合
理
性
に
よ
つ
て
克
服
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

強
調
し
、
再
び
調
和
と
自
由
を
と
り
も
ど
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所

以
を
力
説
す
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
い
な
が
疹
、
彼
は
決
し
て
理
性

の
働
き
に
よ
つ
て
の
み
・
、
一
位
ム
謀
的
悪
の
根
源
を
消
滅
さ
せ
て
し
ま
え

る
と
考
え
た
の
で
は
な
い
。
矛
盾
し
た
現
存
社
会
の
指
…
努
々
を
、

彼
は
新
し
い
暴
需
6
《
養
憶
謬
。
⇒
　
と
よ
び
、
　
い
た
る
と
こ
ろ
ぞ
、

そ
の
存
在
が
社
会
の
不
幸
な
犠
牲
を
強
要
し
て
い
る
と
し
、
そ
の
追

放
を
主
張
し
て
い
る
。
　
「
汝
は
価
値
な
き
も
の
O
環
瓢
馨
凱
。
｝
物

狂
Φ
隣
し
、
「
非
人
闇
Q
b
鳶
Φ
b
ω
o
げ
」
と
罵
倒
し
て
い
る
し
、
　
韓
紅
鴛

よ
、
消
え
さ
れ
」
、
「
暴
君
を
追
放
す
、
へ
し
」
と
絶
叫
し
て
い
る
が
、

単
に
主
張
す
る
こ
と
の
み
に
よ
っ
て
暴
君
な
き
社
会
が
出
現
し
、
現

存
の
鮭
会
が
「
懲
求
と
才
能
に
応
じ
た
霞
由
に
し
て
調
和
あ
る
、
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

切
の
善
の
棋
元
と
な
る
社
会
」
に
代
る
可
能
性
は
な
い
。
何
故
な
ら

ば
、
抑
圧
し
、
制
御
し
「
、
｝
切
の
悪
の
根
源
と
な
る
少
数
者
の
利
益

を
護
る
社
会
が
、
余
り
に
も
強
く
、
ま
た
権
力
を
も
つ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
故
に
、
労
働
者
階
級
が
支
配
す
る
世
界
を
つ
く
り
上

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
暴
君
の
遮
放
に
始
り
、

社
会
の
再
編
成
に
終
止
す
る
革
命
の
必
要
性
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

「
新
し
い
祉
会
秩
序
に
移
行
し
て
い
く
た
め
に
は
、
圧
迫
さ
れ
た
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

民
大
衆
が
自
発
的
に
立
起
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
「
古
い
既
存
社

会
の
転
覆
は
革
命
ぞ
あ
り
、
そ
れ
に
よ
つ
て
の
み
進
歩
が
も
た
ら
さ

　
⑭
れ
る
。
し

　
し
か
ら
ば
、
そ
れ
に
よ
つ
て
建
設
さ
れ
た
未
来
記
会
は
如
何
に
あ

る
べ
き
と
謡
え
た
か
。

　
下
積
み
階
級
の
、
と
い
う
よ
り
も
人
類
の
不
幸
の
原
因
が
、
労
働
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・
の
不
公
平
な
分
配
と
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
財
産
に
あ
り
、

そ
の
中
心
を
貨
幣
に
認
め
た
彼
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
、
未
来
社
会
か

ら
○
①
鑓
を
追
放
し
、
○
Φ
蜀
ω
《
ω
8
罎
を
消
滅
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
．
る
。
○
Φ
疑
が
な
く
な
れ
ば
、
不
幸
も
罪
竜
な
く
な
っ
て
く

る
。
つ
ま
り
彼
の
闘
争
の
終
極
の
冒
標
は
財
産
共
岡
体
O
葺
Φ
巴
σ
q
甲

ヨ
①
ぎ
ω
o
渉
p
坤
の
建
設
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
「
こ
の
事
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

働
く
者
が
革
命
を
完
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
も
た
ら
さ
れ
る
」

と
考
え
た
の
．
て
あ
る
。
国
境
や
言
語
の
ち
．
が
い
は
問
題
で
な
い
。
男

性
と
女
性
の
区
別
も
あ
．
り
え
な
い
。
　
「
丁
丁
同
盟
国
暁
①
償
嵩
鳥
ω
o
げ
P
や

訂
ぴ
¢
⇔
α
」
、
「
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
平
等
生
活
び
q
H
虫
。
ぴ
Φ
い
Φ
び
①
づ
ω
訂
σ
q
①

艶
竃
巴
」
、
「
人
類
の
家
族
的
結
合
岡
鋤
罎
臼
Φ
⇔
ぴ
q
ゆ
鳥
山
①
機
家
Φ
ご
の
鳥
プ

げ
Φ
淳
」
な
ど
は
未
来
社
会
を
説
明
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
藷
で
あ
り
、

そ
の
本
質
を
説
明
し
て
余
り
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
一
言
に
し
て

い
え
ば
、
彼
が
賞
讃
し
て
や
ま
な
い
太
古
へ
復
帰
が
の
べ
ら
れ
、
ま

た
し
ば
し
ば
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
、
平
等
共
産
主
義
○
δ
陣
。
げ
騨
。
霞
－

日
鵬
翼
ω
鑓
鶉
ω
が
そ
の
根
底
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
す
る
時
、

す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
人
が
一
・
目
立
の
能
力
と
適
性
に
応
じ
て
労
働
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

る
と
き
、
最
小
限
度
の
労
働
で
最
大
の
享
楽
を
楽
し
み
、
生
活
苦
か

ら
解
放
さ
れ
る
と
す
る
。

　
社
A
諏
細
脳
漿
に
お
い
て
は
太
＋
ロ
へ
の
｛
直
黒
に
近
い
線
を
考
え
て
い
た

彼
で
あ
る
が
、
太
古
の
社
会
と
大
い
に
異
る
点
は
科
学
、
技
術
、
合

理
M
控
の
道
戯
入
で
あ
ろ
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
や
シ
ェ
リ
ン
グ
の
観
念
論
哲
愈
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

を
、
そ
の
観
念
的
な
故
を
も
つ
て
「
高
貴
な
、
学
識
山
尚
い
手
金
師
」

と
皮
肉
つ
た
彼
で
あ
る
が
、
正
し
い
哲
学
は
尊
重
す
べ
き
も
の
と
し

て
い
た
し
、
社
会
の
原
理
と
な
る
も
の
は
科
学
的
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
「
共
産
主
義
は
信
仰
で
は
な
く
し
て
科
学
、
そ
れ
も
そ

の
可
能
性
を
哲
学
に
前
提
さ
れ
た
普
遍
的
科
学
α
巳
く
①
誘
巴
琶
ω
ω
Φ
－

器
。
出
営
ぞ
あ
る
。
…
…
・
－
共
産
主
義
は
社
会
の
幸
福
に
導
く
、
凡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ゆ
る
科
学
の
理
論
で
あ
へ
り
、
実
践
で
あ
る
科
学
ぞ
あ
る
」
、
と
い
う
。

薪
劉
社
会
に
は
一
定
の
能
力
試
験
が
行
わ
れ
、
職
業
別
の
組
合
か
ら
選

禺
さ
れ
た
委
員
会
が
あ
っ
て
そ
の
運
営
に
当
る
の
ぞ
あ
る
が
、
学
者
、

技
術
者
は
そ
の
指
導
的
地
位
に
つ
く
。
逆
に
い
え
ば
、
科
学
的
、
技

術
的
に
最
竜
高
度
で
あ
る
人
に
よ
．
つ
て
、
社
会
の
生
産
お
よ
び
消
費

の
計
画
が
指
導
さ
れ
る
。
各
人
は
カ
ー
ド
を
も
ち
、
そ
れ
に
労
働
量

が
記
入
さ
れ
、
労
働
量
に
応
じ
て
消
費
が
許
さ
れ
る
。
こ
の
揚
合
、

消
費
と
は
唯
単
に
、
日
常
生
活
に
不
可
欠
の
も
の
の
み
を
さ
す
の
で

は
な
く
し
て
、
酒
や
煙
草
と
い
っ
た
類
か
ら
、
観
劇
、
音
楽
会
、
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
ま
で
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
人
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の
カ
ー
ド
を
み
れ
ば
、
そ
の
【
八
闇
が
過
所
に
お
い
て
何
を
な
し
て
き

た
か
、
祉
会
的
に
膚
益
な
人
闇
で
あ
る
か
ど
う
か
も
判
明
し
て
く
る

の
～
」
あ
っ
て
、
　
い
わ
ば
履
歴
勲
悶
ノ
し
“
も
パ
ス
縄
ホ
ー
ト
ノ
し
q
も
あ
ワ
Q
。
　
面
嵐

い
こ
と
に
は
、
労
働
量
に
余
剰
を
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
人

逮
が
集
っ
て
、
精
神
的
享
楽
財
と
し
て
僧
侶
の
蝕
き
も
養
う
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
⑲

ぞ
き
る
と
し
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
彼
の
思
想
は
、
む
し
ろ
啓
［
蒙
期
的
と
も
い
え
る
正
義

感
、
平
等
論
、
主
智
主
義
の
上
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に

察
想
的
社
会
主
義
の
社
会
主
義
理
論
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
面
か

’
り
い
え
ば
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス
残
瓢
想
社
A
竃
・
王
晶
義
鉱
偵
よ
り
。
も
よ
h
リ
素
朴
・
な

論
理
の
所
有
者
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

註①
　

「
隠
代
の
要
請
」
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
い
う
こ
の
書
は
、
多
く
の
手

　
工
業
職
人
、
労
働
者
の
協
力
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
。
パ
リ
や

　
置
ソ
ド
ソ
か
ら
も
金
銭
の
支
援
が
あ
り
、
校
正
、
製
本
等
に
労
力
奉
仕
を

　
す
る
も
の
も
あ
り
、
疑
る
労
働
者
は
質
屋
に
自
分
の
所
有
品
を
お
い
て
、

　
そ
れ
に
カ
ン
パ
し
て
い
る
し
、
霞
分
の
部
凝
を
、
仕
纂
場
に
提
供
す
る
も

　
の
も
あ
っ
た
。
故
に
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
も
こ
の
書
を
「
私
の
作
品
で
は
な

　
く
、
我
凌
の
作
晶
菖
。
算
鼻
①
貯
毒
Φ
跨
曽
ω
o
潔
白
①
聴
洋
β
⇔
ω
韓
語
Φ
涛
．
」

　
と
よ
ん
で
い
る
。
○
回
目
節
P
鑓
②
⇔
は
彼
の
思
想
σ
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る

　
の
で
、
こ
の
書
の
み
は
、
現
今
に
い
た
る
ま
で
し
ば
し
ば
版
を
重
ね
て
い

　
る
し
、
ブ
レ
ン
ネ
ッ
ケ
に
よ
れ
ば
、
一
八
四
九
年
版
で
さ
え
千
部
繊
さ
れ

　
て
い
る
。

②
　
○
鍵
曽
詳
賦
①
質
篇
興
頃
鍵
ヨ
。
忌
Φ
ρ
閃
お
警
①
誉
お
ヨ
φ
幹
Q
。
．

③
管
5
ω
●
ρ

④
筈
準
ω
●
お

⑤
皆
寧
ω
’
睡

⑥
囚
窪
ま
。
冠
い
臨
a
①
律
§
σ
q
噂
の
．
図
鋼
困
く

⑦
O
鶏
§
㌶
§
…
ω
・
9
。
O
　
　
　
　
　
　
　
、

⑥
　
こ
う
し
た
考
え
方
は
O
簿
ω
め
く
9
づ
胆
①
目
煽
響
Ω
O
粍
P
戦
臣
○
⇔
0
り
篇
⇔
α
①
頃
の

　
申
に
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
を
こ
う
し
た
祉
会
の
復
活
を

　
考
え
た
人
と
み
な
し
、
そ
こ
に
自
己
と
キ
リ
ス
ト
の
一
致
を
主
張
し
て
い

　
る
。
「
キ
リ
ス
ト
は
財
産
に
…
顧
だ
に
し
な
か
っ
た
守
護
H
岡
舞
冨
ヨ
魯

　
円
①
O
o
℃
①
葬
く
O
桟
α
①
彰
田
σ
q
①
二
二
営
」
を
主
要
な
命
題
と
し
た
彼
は
、
バ

　
イ
ヅ
ル
に
独
霞
な
解
釈
を
下
し
て
い
る
。
　
（
ω
O
ぴ
冠
曽
①
篇
①
二
節
．
勲
○
．
ω
・

　
㎝
驚
ω
）

⑨
後
に
、
涯
界
語
を
鯛
角
し
よ
う
と
し
た
り
、
籍
宗
教
を
唱
え
た
彼
の
根

　
拠
は
注
昌
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑩
○
舞
碧
菖
〇
三
ω
’
酷
な
お
押
麟
∬
。
ご
》
需
①
⊆
器
器
○
α
簿
④
磐

　
U
δ
湘
①
〈
o
同
β
臨
O
口
α
Φ
ω
H
㊤
．
匂
げ
触
’
ぎ
U
①
自
お
O
露
餌
嵩
O
”
N
萄
鴇
ざ
劉
同
⑩
幽
蒔

　
ω
・
8
転
ω

⑪
開
雲
夢
註
貸
ω
．
暴
く
H

⑫
の
嚢
。
量
算
冨
詳
の
・
置
曲

⑬
勺
o
a
o
臣
江
⇔
詳
ζ
o
ざ
貰
9
Φ
殉
①
ぎ
ぼ
賦
。
⇔
営
U
o
三
ω
o
露
”
⇔
血
目
。
。

　
麻
Q
Q
一
溜
Φ
ψ
鱒
蝉
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⑭
　
0
9
δ
巴
摯
δ
馨
δ
炉
ρ
¶
ρ

⑱
囲
禦
暁
ぎ
算
ω
6
麟
図
臼

⑩
　
彼
が
未
来
二
会
で
必
要
と
し
て
い
る
労
働
時
間
は
六
時
間
で
あ
る
。
た

　
だ
し
そ
れ
は
科
学
的
根
拠
か
ら
割
り
だ
さ
れ
た
徽
宇
で
は
な
い
ら
し
い
、

⑰
　
＜
O
躍
Φ
昌
山
①
匿
い
く
O
⇔
鎧
節
O
謀
鶉
く
巳
霞
N
諏
U
Φ
雲
気
ω
．
も
つ
H
P

⑱
ヒ
d
お
慧
Φ
。
旨
い
含
昌
↓
。
牲
傷
曾
N
爵
琶
罫
ω
．
賦
O

⑲
＜
o
語
巳
①
ご
斜
p
・
P
ω
・
曽
圃
団
ω

五
、
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
ー
そ
の
位
置
i

　
以
上
の
簡
単
な
紹
介
か
ら
も
明
ら
か
な
如
く
、
彼
の
思
想
の
前
提

に
は
、
明
か
に
フ
ラ
ン
ス
室
想
社
会
主
義
の
影
響
が
あ
．
り
、
古
代
社

会
の
考
え
方
に
は
ル
ソ
ー
を
さ
え
想
起
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。

「
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
は
、
商
業
の
批
判
に
あ
た
っ
て
は
フ
ー
リ
エ
の

剛影

負
[
を
・
つ
け
、
科
学
（
ヒ
ヒ
コ
ム
目
」
ノ
）
に
お
い
て
は
サ
ン
。
シ
モ
ン
に
根
ざ

し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
財
産
の
あ
つ
か
い
に
お
い
て
は
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ル
ー
ド
ン
の
上
に
、
貨
…
幣
の
問
題
は
オ
ゥ
エ
ン
に
負
う
て
い
る
」
、
と

い
わ
れ
る
し
、
革
命
の
主
役
に
ル
ン
ペ
ン
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
を
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
点
は
バ
ブ
ー
フ
に
学
ん
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
彼
の
思

想
は
、
従
来
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
を
よ
せ
集
め
た
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
に
す
ぎ
ず
、
精
神
的
に
独
立
し
た
も
の
で
な
い
と
い
う
非
難
が
あ

る
α
確
か
に
彼
の
い
う
と
こ
ろ
の
も
⇔
は
大
部
分
、
先
人
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
べ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
独
自
の
思
考
は
ほ
と
ん
ど
み

ら
れ
な
い
と
い
っ
て
竜
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
凹
く

フ
ラ
ン
ス
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
主

義
の
「
先
駆
者
と
も
い
う
べ
き
フ
レ
リ
ヒ
○
●
名
・
司
同
α
罵
。
げ
は
、
一
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
雪

八
二
年
に
、
「
人
闇
と
そ
の
諸
関
係
に
つ
い
て
d
げ
窪
竃
Φ
⇔
ω
o
げ
①
ロ

§
α
ω
①
ぎ
①
＜
Φ
婆
鐵
9
一
ω
ω
①
」
な
る
論
文
に
翁
い
て
、
　
「
財
産
は
多

く
の
、
大
悪
の
源
で
あ
る
。
…
…
若
し
私
有
財
産
を
や
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
す
れ
ば
、
罪
の
大
随
分
は
消
え
ま
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」

と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
財
産
論
は
こ
れ
よ
リ
ヒ
ン
ト
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

与
え
ら
れ
た
竜
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
要
す
る
に
彼
は
「
神
秘
性
の
混
在
し
た
素
朴
な
平
等
共
産
主
義
を

　
　
　
　
④

信
じ
て
い
た
」
の
で
あ
っ
て
、
サ
ン
。
シ
モ
ン
、
フ
ー
リ
エ
等
が
彼

の
思
考
素
材
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
。
彼
に
お

け
る
歴
史
把
握
は
観
念
的
で
あ
り
、
具
体
的
で
な
い
し
、
未
来
社
会

は
楽
観
主
義
の
上
に
成
立
し
た
夢
想
社
会
を
し
か
え
が
い
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
点
か
わ
い
っ
て
、
彼
が
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
で
あ
．
つ
た
と
す

る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
そ
の
正
当
性
を
主
張
し
う
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ

の
こ
と
か
ら
復
ち
に
、
彼
と
室
想
主
義
者
と
を
嗣
一
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
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一
の
所
有
者
と
断
定
す
る
の
は
危
険
で
あ
ろ
う
。
彼
の
思
考
素
材
に

な
っ
た
も
の
と
彼
自
身
は
あ
く
ま
で
も
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
彼
が
如
何
な
る
立
場
に
立
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
環
境
の
も
と
に
、
誰
を
対
象
に
し
た
か
を
省
察
す
る
必
要
が
残

る
で
あ
．
ろ
・
つ
Q

　
メ
ー
リ
ン
ク
は
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
に
つ
い
て
次
の
如
く
語
る
。
す

な
わ
ち
、
　
「
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
は
謝
る
程
度
プ
皿
レ
タ
リ
ア
ー
ト
で

は
あ
っ
た
が
、
し
か
し
な
お
職
人
ノ
し
あ
る
。
彼
は
常
に
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
へ
の
傾
斜
を
し
め
し
は
じ
め
て
い
た
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
に

属
し
て
い
た
し
、
ま
た
そ
の
故
に
、
は
っ
き
り
と
し
た
プ
皿
レ
タ
リ

ア
的
な
階
級
意
識
を
も
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…
…
彼
は
小
ブ

ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
患
身
で
あ
っ
た
の
ぞ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
も

つ
特
別
の
歴
史
的
生
命
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
か
っ
た
。
彼
の
理
論

の
根
拠
は
、
常
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
主
義
史
の
上
に
主
役
を
果
し

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

て
い
る
平
等
で
あ
る
〕
と
。
メ
ー
リ
ン
ク
は
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
を
プ

チ
ブ
ル
階
級
の
人
と
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
大
き

．
な
誤
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
騨
に
は
、
彼
は
察
想
主
義

者
と
穿
く
同
質
に
な
っ
て
し
ま
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
断
る
ま
ぞ
も
な

く
、
室
想
的
赴
ム
筑
主
義
は
“
て
の
立
場
を
プ
担
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
上
に

で
は
な
く
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
上
に
お
く
。
彼
ら
は
脅
ハ
困
薫
偶
の
解

放
を
い
う
が
、
プ
獄
レ
タ
リ
ア
膚
身
の
、
社
会
の
発
展
法
則
に
よ
る

解
放
を
い
う
の
で
は
な
く
し
て
、
い
わ
ば
ブ
ル
ジ
一
調
ア
ジ
ー
が
、
窮

局
的
に
は
自
己
の
利
益
を
ま
も
る
た
め
に
、
恩
恵
的
に
、
上
か
ら
救

い
の
手
を
さ
し
の
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
近
代
社
会
、
資
本
主
義
、

階
級
闘
争
は
そ
の
理
解
の
外
に
あ
る
竜
の
と
い
わ
ざ
る
を
．
え
な
い
。

社
会
矛
盾
の
解
決
を
プ
質
レ
タ
リ
ア
の
下
か
ら
の
力
に
よ
つ
て
果
す

の
で
は
な
く
、
小
市
民
的
知
識
人
の
頭
脳
の
申
で
、
極
め
て
道
徳
的

に
果
そ
う
と
す
る
。

　
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
も
道
徳
論
を
越
え
る
も
の
で
な
か
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
し
、
　
「
資
本
主
義
の
も
た
ら
せ
た
赴
会
生
活
の
発
展
法
則

の
慧
藪
譲
に
は
い
た
ら
な
か
つ
畑
・
」
従
っ
て
・
革
命
の
意
味

が
樋
め
て
腰
－
昧
に
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
メ
ー
リ
ン
ク
の
い
う
よ
う
に

　
　
　
　
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

「
富
め
る
者
に
対
す
る
貧
し
い
者
」
と
い
う
程
度
の
把
握
し
か
で
き

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
否
定
し
去
る
こ
と
の
で
き
な

い
面
を
も
つ
て
い
る
。
彼
が
革
命
の
推
進
力
と
し
て
ル
ン
ペ
ン
・
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
に
期
待
し
た
の
も
、
バ
ブ
ー
フ
流
の
戦
術
と
い
う
他
に
、

社
会
構
造
の
把
握
の
仕
方
に
…
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
風
に
い
う
こ
と

も
可
能
で
は
あ
ろ
う
。
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し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
彼
の
資

本
主
義
へ
の
理
解
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
意
義
、
従
っ
て
革
命
戦
術
な

ど
の
点
で
、
未
熱
で
あ
り
、
不
徹
底
で
は
あ
っ
た
が
、
階
級
的
立
場

に
立
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。
　
「
我
々
の
敵
と
妥
協
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
何
か
達
成
で
き
る
な
ど
と
信
じ
て
は
な
ら
な
い
。
我
女
の
希
望

は
旅
鼠
の
サ
ー
ベ
ル
だ
け
で
あ
る
。
我
友
と
彼
ら
と
の
妥
協
は
、
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
⑩

凌
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
の
み
で
あ
る
」
と
い
う
彼
の
言
は
こ
の
点

を
明
確
に
し
て
い
る
。
ル
イ
・
プ
ラ
ン
、
ブ
ル
ー
ド
ン
、
カ
ベ
！
ら

を
支
配
階
級
と
政
府
に
貧
困
階
級
の
解
放
を
訴
え
た
者
と
し
て
評
価

は
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
結
局
、
彼
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
な
く
、
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ペ
ー
や
オ
ウ
エ
ン
の
作
髭
に
刺
戟
さ
れ
た
が
、
無
意
義
に
終
っ
た
と

述
べ
る
の
ぞ
あ
る
。
ブ
ル
ノ
ー
。
バ
ウ
ェ
ル
は
ヅ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
を

カ
ベ
ー
の
追
従
者
と
規
定
し
て
い
る
が
、
カ
ベ
ー
が
下
積
み
階
級
の

側
に
権
力
を
渡
す
こ
と
を
振
黒
し
、
　
「
権
力
に
よ
る
の
ぞ
な
く
、
妊

策
に
よ
る
の
で
な
く
、
漸
進
的
に
、
同
音
恥
に
よ
り
、
説
得
に
よ
り
、

理
解
に
よ
っ
て
の
み
」
社
会
改
革
を
考
え
、
革
命
的
行
動
を
し
り
ぞ

け
、
所
有
者
階
級
の
正
当
性
感
覚
に
訴
え
て
い
る
の
と
は
根
本
的
に

異
る
。
　
「
グ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
は
カ
ベ
ー
に
追
従
し
た
人
で
な
い
ば
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

り
か
、
こ
れ
ら
小
市
民
的
改
革
者
の
敵
で
さ
え
あ
っ
た
。
」
結
論
的

に
い
え
ば
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
主
義
者
が
そ
の
小
市
属
性
の
故
に
、

革
命
園
①
く
○
ビ
江
O
⇒
で
は
な
く
、
改
革
菊
①
鴨
○
吐
霞
を
希
望
し
た
の

に
対
し
て
、
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
は
そ
れ
ら
を
素
材
と
し
な
が
ら
も
、

革
命
を
主
張
し
、
　
「
フ
ー
リ
エ
、
サ
ン
。
シ
モ
ン
、
オ
ゥ
ェ
ン
の
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

！
ト
ピ
ア
体
制
の
最
も
鋭
い
敵
」
で
あ
っ
た
の
ぞ
あ
り
、
ユ
ー
ト
ピ

ア
主
義
者
を
は
る
か
に
こ
え
る
も
の
ぞ
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
　
＠

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
・
マ
ル
ク
ス
が
O
鋤
舜
φ
怠
①
づ
を
山
面
く
評
価
し
た

の
・
も
こ
の
故
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
こ
う
し
た
階
級
性
は
、
彼
が
直
接
の
、
そ
し
て
当
面
の
敵
と
し
た

「
青
年
ド
イ
ツ
」
、
「
青
年
ヨ
i
・
。
パ
」
や
、
「
準
正
社
会
主
義
者

≦
餌
ぴ
穂
①
p
の
O
N
鐙
翻
8
⇒
臨
と
の
対
比
の
際
に
さ
ら
に
明
確
に
と
ら
え

ら
れ
る
。
ス
イ
ス
に
お
い
て
の
彼
の
直
接
園
標
は
、
マ
ル
竃
異
骨
、

デ
レ
ッ
ケ
U
α
δ
o
貯
Φ
、
シ
ュ
タ
ン
グ
ウ
ω
霞
謬
島
p
離
に
率
い
ら
れ
た

「
青
年
ド
イ
ツ
」
の
小
市
民
性
に
向
け
ら
れ
た
。
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
を

申
心
と
す
る
ド
イ
ツ
手
工
業
職
人
と
対
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
青

年
ド
イ
ツ
」
は
そ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
主
義
を
明
か
に
し
、
ド
イ
ツ
古
典
哲

学
の
方
向
に
走
っ
て
い
る
。
こ
の
派
の
人
た
は
は
る
か
に
高
い
教
養

を
も
ち
、
国
民
主
義
の
軍
糧
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ユ
ン
カ

ー
や
大
ブ
ル
ジ
．
ア
の
利
益
を
代
表
一
、
9
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
正
し
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く
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
知
識
層
の
理
念
を
代
表
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ

た
。
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
の
活
動
は
、
直
接
に
は
こ
れ
と
の
争
に
あ
り
、

そ
の
活
動
を
通
じ
て
生
れ
た
の
が
Q
P
欝
謬
隠
Φ
φ
α
Φ
鴎
類
鴛
ヨ
。
巳
Φ

9
甥
触
①
勝
Φ
謬
ぞ
あ
り
○
蝉
ω
曰
く
鋤
β
σ
q
①
財
仁
碁
α
①
触
勲
冠
厳
①
⇔
ω
⇔
昌
鳥
①
桟

で
あ
っ
た
。
「
義
人
同
盟
」
や
「
ド
イ
ツ
労
働
者
教
養
協
会
」
の
一

派
と
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
と
争
っ
た
「
真
正
社
会
主
義
」
に
つ
い
て

も
同
…
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
グ
リ
ュ
ー
ン
○
聴
嘗
ロ
、
ヘ
ス
期
Φ
の
ω
、

ピ
ュ
ト
マ
ン
℃
騨
菖
毯
［
P
昌
昌
、
リ
ュ
ニ
ン
ク
い
芦
謬
ぢ
ひ
q
φ
な
ど
を
代
表
者

と
す
る
「
真
正
社
会
主
義
」
は
、
四
十
年
掛
の
は
じ
め
、
小
市
民
的

知
識
層
、
一
部
に
は
手
工
業
者
の
闇
に
さ
え
、
呈
し
い
イ
デ
オ
獄
ギ

ー
と
し
て
伝
播
し
て
い
っ
た
。
外
方
的
社
会
主
義
の
文
献
を
む
さ
ぼ

り
読
ん
だ
彼
ら
は
、
　
「
あ
た
ら
し
い
フ
ラ
ン
ス
恩
想
を
彼
ら
の
ふ
る

い
哲
学
的
良
心
と
協
和
さ
せ
」
、
「
彼
ら
の
哲
学
的
立
揚
か
ら
フ
ラ
ン

ス
思
想
を
自
分
の
も
の
」
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
　
「
フ
ラ

ン
ス
の
社
会
主
義
的
お
よ
び
共
産
主
義
的
文
献
は
、
こ
う
し
て
完
全

に
去
勢
さ
れ
し
、
「
プ
皿
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
利
益
ぞ
は
な
く
て
、
人
闇

性
の
、
人
面
一
般
の
利
益
を
代
表
し
た
い
と
思
．
い
こ
ん
だ
。
そ
の
じ

つ
、
そ
の
人
間
は
ど
の
階
級
に
も
属
さ
ず
、
ま
っ
た
く
現
笑
の
も
の

で
は
な
く
、
た
だ
哲
学
的
室
想
の
お
ぼ
ろ
な
世
界
に
存
在
す
．
る
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
偏
し
、
そ
の
結
果
、
　
「
真
正
社
会
主
義
は
ド

イ
ツ
．
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
た
た
か
う
政
府
の
武
器
と
な
る
と
同
時

に
、
ま
た
直
接
に
は
、
　
一
つ
の
反
動
的
利
益
を
、
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
小
市
厩
層
の
利
益
を
代
表
し
た
。
」
彼
ら
は
「
階
級
闘
争
の
代
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

に
、
一
般
的
な
兄
弟
的
結
合
く
窪
σ
急
幽
竃
§
α
q
や
愛
を
説
き
」
、
ド

イ
ツ
に
は
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
の
た
ど
っ
た
よ
う
な
資
本
主
義
は

存
在
せ
ず
、
従
っ
て
、
プ
＃
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
ブ
ル
ジ
賀
ア
ジ
ー
の

闘
争
は
あ
り
得
な
い
、
と
主
張
し
た
。
か
く
し
て
「
真
正
社
会
主
義
」

を
一
方
の
側
と
し
、
マ
ル
ク
ス
’
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
ヴ
｝
，
イ
ト
リ
ン
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

を
も
う
｝
方
の
側
と
す
る
対
立
が
開
始
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
ひ
。

　
以
上
の
点
よ
り
み
て
、
メ
ー
リ
ン
ク
が
い
う
よ
う
に
、
彼
を
小
市

民
的
と
規
定
す
る
こ
と
や
、
従
来
支
配
的
に
採
用
さ
れ
て
き
た
説
、

換
静
慨
ふ
9
γ
肌
ば
、
彼
を
フ
ラ
ン
ス
室
霜
岨
社
A
茨
・
王
山
霧
出
磁
の
追
丁
な
る
繍
耀
通
航
償

と
す
る
説
は
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、

彼
が
小
市
民
的
理
論
と
対
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
が
プ
・
．

レ
ク
リ
ア
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
彼
に
あ
っ
て

は
、
階
級
対
立
、
草
命
、
平
等
な
ど
が
主
要
な
概
念
で
あ
っ
て
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b

の
故
に
こ
そ
小
市
民
的
な
る
も
の
と
異
る
の
で
あ
る
が
、
い
う
ま
で
　
伽

も
な
く
、
資
本
主
義
の
根
本
的
分
析
に
ま
で
は
い
た
っ
て
い
逢
い
。
　
4
7



公
平
な
る
分
配
で
は
な
く
し
て
、
生
産
の
共
有
を
も
つ
て
、
科
学
酌
社

会
主
義
が
・
〈
の
独
膚
性
を
主
張
し
得
る
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
ヴ
ァ

イ
ト
リ
ン
グ
に
．
お
い
て
は
、
そ
れ
は
余
り
に
も
騰
…
昧
と
し
て
い
た
と

い
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
後
の
マ
ル
ク
ス
と
の
襖
別
は
こ
こ
に
起
因
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
社
会
の
科
学
的
分
析
が
欠
除
し
て
い
る
た

め
に
、
．
彼
の
セ
ン
ス
は
、
あ
く
ま
．
て
も
彼
の
出
身
で
あ
る
前
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
的
な
手
工
業
職
人
の
そ
れ
を
嵐
て
い
な
い
。
極
端
に
い

え
ば
、
古
い
ツ
ン
フ
ト
の
、
ま
た
、
没
落
し
て
い
く
者
の
、
過
芸
を

懐
し
む
姿
が
混
在
し
、
手
工
業
砦
の
古
い
見
解
を
印
象
づ
け
る
。
陰

謀
的
、
セ
ク
ト
的
戦
術
犀
§
ω
蔑
舜
8
甑
の
。
｝
δ
F
ω
①
寡
一
①
器
甑
ω
3
①

↓
鉾
葵
を
続
け
、
コ
ソ
ム
ー
ネ
的
な
、
或
は
食
卓
共
同
体
的
な
社

会
の
復
活
を
考
え
た
の
は
、
彼
の
著
作
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
w
て
の
跡

　
　
　
　
　
⑳

を
見
回
し
う
る
。
こ
こ
に
彼
の
最
大
の
批
判
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
同
時
に
、
彼
の
限
界
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
見
轟
し
う
る
の

で
は
あ
る
ま
い
か
σ

識①　
隈
p
無
財
。
憲
い
田
三
⑦
騨
轡
ε
ぴ
q
”
ω
し
図
図
’

②
　
勺
。
菖
。
琶
臨
p
戸
竃
9
9
2
U
岡
Φ
男
①
＜
9
⊆
嵩
。
ゆ
言
O
Φ
舞
ω
o
｝
瓢
錠
乙
呼
Q
◎

　
心
Q
Q
一
駆
ρ
ω
・
卜
a
轡

③
顕
讐
団
ぎ
峯
…
ω
・
メ
H
×
ー
メ
×
●

④
　
O
計
図
く
鞍
薦
餓
写
ヨ
像
窪
9
讐
お
⇒
ω
｛
ぎ
臣
鍵
ほ
、
箪
新
的
な
カ
ト
リ

　
ッ
ク
の
鱗
ラ
ム
ネ
冒
彰
①
毒
駐
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
と
い
わ
れ

　
る
。
勿
論
ラ
ム
ネ
ほ
典
産
主
義
や
羅
会
主
義
に
は
反
対
す
る
が
、
ル
ソ
ー

　
の
霞
映
…
法
理
論
に
よ
り
、
サ
タ
ン
の
轍
界
と
支
配
階
級
が
土
地
と
入
を
亥

　
配
す
る
関
係
を
説
き
、
労
働
す
る
も
の
が
権
力
を
も
つ
て
、
所
有
の
不
公

　
平
を
の
ぞ
き
、
す
べ
て
の
入
の
貞
蘭
に
す
べ
き
だ
と
し
た
。
ヴ
昨
，
イ
ト
リ

　
ン
ク
ぱ
ラ
ム
ネ
の
蘭
欝
書
の
｝
部
を
O
累
ヒ
ご
【
8
ぴ
α
Φ
加
く
O
涛
②
ω
と
題
し

　
て
訳
し
て
い
る
。

⑤
　
む
話
お
ゆ
二
①
o
舜
①
い
b
影
↓
o
巳
α
Φ
鴨
N
二
面
毎
罫
し
り
・
り
Q
。
あ
㊤
・

⑥
　
℃
o
菖
9
ご
野
冒
鐸
鋒
9
0
園
い
9
．
p
O
・
ω
．
影
ゆ
・

⑦
竃
①
ぽ
貯
σ
壁
…
○
①
ω
o
霞
。
葺
Φ
9
励
9
二
窮
。
｝
蚕
μ
ω
o
臥
p
一
霧
導
。
ξ
p
嵩
ρ

　
　
℃
己
鼻
・
H
・
ω
。
⑦
8

③
　
国
簿
二
鵠
δ
嵐
嚇
ω
“
〆
図
×
H
同
囲
・

⑨
　
鏡
Φ
》
戦
貯
σ
段
…
9
．
9
ρ
ω
。
コ
・

⑩
三
舞
略
ぎ
H
8
ω
．
図
轟

＠
Q
弩
碧
缶
窪
q
窪
類
霞
露
。
鉱
⑩
‘
裁
冴
巴
恋
ご
ω
．
8
膳
・

⑫
閑
鴛
鰯
ぎ
冠
…
ω
・
図
談
炉

⑬
旨
葬
ω
●
メ
図
図
昌
回
．

⑭
　
そ
の
他
ブ
ラ
ソ
キ
と
比
べ
た
場
合
、
ブ
ラ
ン
キ
は
小
範
囲
の
グ
ル
ー
ブ

　
の
行
動
を
問
題
に
し
て
い
る
が
、
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ソ
ク
は
全
階
級
の
行
動
を

　
問
題
に
し
て
い
る
。
勿
論
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
脚
て
れ
は
彼
に
お
い
て
は
、

　
多
分
に
前
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
な
手
工
業
潜
を
中
心
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
。

⑮
彼
が
貨
幣
を
も
つ
て
、
悪
の
繊
源
と
考
え
た
の
は
す
で
に
の
べ
た
が
、

　
こ
れ
は
オ
ウ
エ
ソ
や
フ
レ
リ
ヒ
の
単
な
る
摸
倣
で
は
な
く
、
階
…
属
性
か
ら
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で
た
も
の
と
も
い
え
る
。
と
い
う
の
は
、
当
時
、
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
運
動
の

　
巾
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
機
械
の
出
現
が
失
業
を
ま
ね
ぎ
、
不
幸
や
貧

　
困
の
原
因
に
な
る
と
す
る
考
え
が
｝
部
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ヴ
岬
ノ

　
イ
ト
リ
ン
ク
は
、
機
械
は
入
類
を
幸
福
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
、

　
金
力
を
も
つ
て
、
人
を
支
配
す
る
こ
と
が
悪
の
根
源
で
あ
る
と
考
え
た
。

　
門
窟
め
る
も
の
と
、
貧
し
き
も
の
」
と
い
う
対
立
を
強
溺
す
る
背
螢
に
は

　
右
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
。

⑭
　
マ
ル
ー
ー
エ
ソ
選
焦
…
第
二
汎
誉
下
、
五
…
一
一
百
ハ
。

⑭
　
閥
長
目
、
五
二
三
　
貝
。

⑱
℃
。
丘
窪
酔
営
⊆
竃
。
巨
（
…
”
・
勲
○
・
ω
・
躇
・

⑲
三
雲
旨
0
5
甲
ω
。
メ
置
く
・

⑳
℃
o
ご
。
き
脚
貯
芦
惹
。
巨
（
…
p
・
”
・
○
・
○
っ
・
藤
。
。
・

六
、
結
論
と
展
望

　
「
三
月
晶
二
期
く
。
畦
鑓
鮮
吐
気
」
に
お
い
て
、
国
δ
ぴ
Φ
正
信
⇔
q
両
戦
Φ
汐
①
客

は
さ
ま
ざ
ま
の
干
ユ
ア
ソ
ス
を
も
つ
て
受
取
ら
れ
た
。
絶
対
主
義
的

な
諮
主
連
含
で
あ
る
ド
イ
ツ
連
邦
の
存
在
、
資
本
主
義
へ
の
払
駄
換
と

匝
う
事
実
の
前
に
、
∪
①
日
。
オ
戦
讐
①
P
ピ
笹
①
目
巴
①
拝
診
勲
α
節
巴
①
詳

ω
O
臥
9
隊
ω
8
登
丙
O
難
碁
¢
巳
ω
8
づ
な
ど
と
よ
ば
れ
る
人
々
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
階
級
的
利
害
を
背
景
に
繊
現
し
て
く
る
。

　
「
第
四
階
級
は
数
の
上
で
な
お
弱
く
、
未
発
達
で
あ
る
。
・
：
：
・
…

ベ
ル
リ
ン
ぞ
さ
え
も
、
当
縛
　
　
（
三
月
革
命
期
）
、
　
雌
昂
一
蕪
帆
的
に
は
手

工
業
者
の
都
市
野
寺
乙
誇
Φ
島
お
謎
3
臼
で
あ
っ
て
、
労
働
者
の
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

》
暁
σ
①
一
二
諾
三
舞
で
は
な
い
」
、
従
っ
て
、
「
こ
の
蘭
書
の
社
会
的
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
翼
グ
ラ
ム
が
ま
ず
第
一
に
手
工
業
に
適
応
し
よ
う
と
し
た
」
と
い
う

こ
と
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
シ
ュ
タ
ー
デ
ル
マ
、
ン
が
い
う

よ
う
に
、
当
時
の
ド
イ
ツ
．
て
田
川
い
ら
れ
る
第
四
階
級
な
る
語
に
は
、

僅
か
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
は
じ
め
、
没
落
し
た
乎
工
業
の
親
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ル
ン
ペ
ン
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
な
ど
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
少

く
と
も
三
月
前
期
か
ら
三
月
箪
命
に
か
け
て
、
量
的
に
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ヴ
を
と
っ
た
の
は
、
前
プ
獄
レ
タ
リ
ア
的
な
手
工
…
頃
者
で
あ
っ
た

と
い
う
の
が
、
未
成
熟
な
ド
イ
ツ
資
本
主
義
か
ら
発
生
す
る
実
状
で

あ
鵠
。
手
工
業
職
人
は
故
国
を
後
に
し
て
出
稼
ぎ
、
腕
を
み
が
く
の

が
常
で
、
そ
の
中
心
地
が
パ
リ
で
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
の
時

．
代
、
パ
リ
に
は
巨
万
な
い
し
六
万
入
の
ド
イ
ツ
手
工
業
職
入
が
い
た

と
い
わ
漕
そ
の
地
で
丁
番
的
社
会
主
義
を
は
じ
め
と
す
る
新
し
い

恩
想
、
蓮
動
を
学
び
、
識
つ
た
。
こ
れ
と
平
行
し
て
、
イ
ン
テ
リ
の
小

市
民
酌
な
賦
ご
貯
窪
9
巳
二
巴
①
⇒
も
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
か
わ
ド
イ
ツ

の
司
営
げ
①
禅
鐸
甥
冠
①
蔓
Φ
算
運
動
を
す
す
め
て
い
る
。
　
一
方
、
國
際
的

視
野
に
お
い
て
は
、
資
本
主
義
は
成
立
期
を
脱
し
て
成
長
期
に
入
っ

て
い
る
の
．
て
あ
り
、
こ
の
故
に
近
代
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
階
級
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意
識
を
も
つ
て
、
自
己
の
組
織
と
理
論
を
整
備
し
て
く
る
Q
い
う
ま

で
も
な
く
、
そ
の
先
頭
に
立
つ
の
が
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
で
あ
る
。

　
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
の
歴
史
的
背
景
は
正
に
右
の
よ
う
で
あ
る
。
彼

が
彼
の
理
論
を
述
べ
る
に
あ
た
っ
て
、
主
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
室
想

的
社
会
主
義
者
か
ら
借
り
た
の
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
手
工
業
職
人
一

般
、
お
よ
び
彼
の
経
歴
か
ら
い
っ
て
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
彼
が
属
し
て
い
る
の
は
手
工
業
職
人
ぞ
あ
っ
て
、
ユ
ー

ト
ピ
ア
二
会
主
義
者
と
は
社
会
的
に
み
・
て
、
基
本
的
に
異
り
、
し
か

も
そ
れ
は
近
代
労
働
者
そ
の
も
の
ぞ
も
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
彼
は
、

予
想
的
耐
祉
A
竃
主
義
諏
膚
と
は
異
ハ
る
華
甲
に
立
ち
な
が
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
の
理
論
か
ら
も
疎
外
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン

ク
を
除
外
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
共
産
主
義
者
同
型
し
に
成
長
し

て
い
く
姿
、
三
月
革
命
に
際
し
て
、
切
角
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
な

が
ら
、
何
の
効
果
も
示
し
得
ず
、
再
び
ア
メ
リ
カ
に
渡
る
彼
の
姿
は

こ
れ
を
象
徴
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
実
践
活
動
に
お
い
て
も
、

小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
主
義
考
と
の
対
決
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も

国
営
げ
Φ
富
環
・
周
聴
①
皆
①
皆
運
動
の
実
体
を
提
示
し
て
い
た
と
い
え
よ

う
。　

三
月
革
命
は
一
般
に
、
半
封
建
的
、
絶
対
主
義
勢
力
に
対
す
る
ブ

ル
ジ
ョ
ア
革
命
と
し
て
理
解
さ
れ
、
革
命
の
進
展
と
と
も
に
、
自
己

の
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
の
を
恐
れ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
反
革
命
勢

力
に
加
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
革
命
勢
力
は
力
を
失
い
、
反
革
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
成
功
す
る
未
完
成
な
市
子
革
命
に
終
る
と
い
わ
れ
る
。
が
、
以
上

に
み
て
き
た
よ
う
に
、
大
ブ
ル
ジ
ョ
ア
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
、
第
四
階

級
の
闇
に
は
、
革
命
勢
力
ど
し
て
結
集
す
る
条
件
が
、
は
じ
め
か
ら

欠
け
て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
　
国
8
『
①
詳
広
●
甥
號
Φ
臼
①
騨

な
る
大
き
な
目
標
の
前
に
、
革
命
の
勃
発
に
際
し
て
こ
そ
一
時
的
に

結
集
し
得
て
も
、
そ
れ
は
全
く
瞬
開
的
ぞ
、
各
々
の
図
浮
び
①
騨
⊆

国
鴇
①
警
Φ
謬
解
釈
の
ニ
ェ
ア
ン
ス
の
相
違
は
根
太
・
的
に
消
し
耽
る
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
を
含
ん
で
い
た
の
で
あ
り
渦
、
こ
の
意
味
で
は
、
革

命
の
結
果
か
ら
す
る
「
未
完
成
な
革
命
」
と
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ

革
命
達
成
へ
の
条
件
に
お
い
て
、
　
「
未
成
熟
な
革
命
」
で
あ
っ
た
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
ぞ
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
は
大
ブ
ル
ジ
ョ
ア
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
、
第
四
階
級
の
問
に
戦

線
の
統
一
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
第
四

階
級
自
体
が
、
ツ
ン
フ
ト
の
名
残
り
か
ら
戦
…
闘
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ま

で
を
含
み
、
そ
の
対
立
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
し
て
い
る
し
、
第
四
階

級
の
主
力
は
手
工
業
的
で
さ
え
あ
る
。
　
「
資
本
主
義
は
手
工
業
親
方
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を
単
な
る
自
宅
職
人
に
転
落
さ
せ
」
、
コ
八
四
八
年
の
歴
史
は
親
方

が
な
お
依
然
と
し
て
古
い
秩
序
め
方
を
向
い
て
い
た
の
を
し
め
し
て

勲
」
・
共
肇
馨
の
内
容
も
・
ブ
ル
シ
・
ン
シ
・
フ
差
回
の

伝
統
を
受
継
い
だ
「
白
き
手
」
の
も
の
と
、
　
「
油
の
手
」
の
も
の
の

聞
に
は
冷
い
闘
争
が
存
在
す
る
。
ま
た
更
に
、
革
命
勢
力
と
農
民
と

の
関
係
も
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
・
て
く
る
時
、
三

月
革
命
は
革
命
と
反
革
命
の
対
立
以
前
に
、
ド
イ
ツ
社
会
の
現
実
を

反
映
し
て
、
革
命
勢
力
の
申
に
対
立
を
含
み
、
言
解
し
て
い
く
面
が

多
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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．
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多
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、
仕
立
職
入
で
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む
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Q
’
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他
を
参
照
。
な
お
松
鰻
智
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「
近
代
の
史
的
構
造
論
」
九
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頁
以
下
を
み
よ
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（
本
稿
は
昭
和
三
十
一
年
度
、
科
学
研
究
助
成
金
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よ
る
研
究
の
一
部
で
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る
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　　　　　　　Sphere　of　the　Early　Yamato（大和）Dynasty

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yukio　Kobayashi

　　Judging　from　the　analysis　on　£he“share－portion　of　DohanleNo

〈同海鏡），it　is　found　that　the　distribution　of　S伽肱肱6％∫∫7z伽勿。

（三角縁神獣鏡）in　Japan　consists　of　two　sections，　one童s　eastern

and　the　other　western　type．　Though　the　mirrors　of　western　type

stand　for　the　exlstence　of　ene　civilization，　the　distribution　of　the

easterlt　type　mirrors　consis£s　of　the　two　stages，　the　first　stage

of　which　was　within　the　culture　of　western　type　and　the　second

stage　of　distribution　was　after　its　developing　to　the　east．　Cult－

ura1　sphere　6f　the　western　type　means　ehe　infiuential　sphere　of

the　Yamato（大和）Dynasty　about　300　A．　D．，　which　was　not　exten－

ded　to　£he　east　until　the　fourth　century．

　　　　Der　Sozialisrr｝us　im　Vormarz

Die　Werke　ttnd　der　Gedanke　des　W．　Weitlings

von

Gentarb　Hirozane

　　rvfein　Aufsatz　soll　deR　fritken　Sozialismus　und　clie　Arbeiter－

bewegungen　in　Deutschland　als　Gegemstand　behandeln．

　　Die　ersten　Organisationen　der　deutschen　revolutionarell　Arbeiter

entstanden　aufi．，erhalb　Deutschland：　in　Paris　und　in　der　Schweiz．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

Die　Hauptrolle　der　BewegungeB　spielten　die　Handwerks．ffesellen，

vor　allem　die　Schneider，　z．　B．　auf　dem　，，　Bund　der　Gerechten”

gesehen．　Daher　hatten　sie　den　Charakter　des　fran’z6sisclien　Uto－

pisten　kennen　und　ver6ffentlichte　Weitling　seine　Werke；　，，　Die

rvienschheit，　wie　sie　ist　u．　sein　sollte”，　，，　Garantien　der　Harmonie

u．　Freiheit”　u．　s．　w．．　Ohne　Zweifel　van　Fourier，　Saint－Simon　und

王）roudhon　beein舳βt，　ko照te　er　niemals　zur　wissenschaftlichen

Erkenntnis　der　Entwicl〈lultgsgesetze　cles　gese｝lschaftlichen　Lebens，

besonders　des　Kapitalismus’gelangen．　Aber　man　kann　in　ihn

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　352　）



auch　einen　der　scharfsten　Kritiker　des　Utopismus　sehen，　denn

seine　Theorie　ist　im　Grunde　auf　dem　Klassengegensatz　begrdndet．

　　　Some　Suggestions　on　the“Humoto”（麓）Settlements

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Akio　Osino

　　The“Humoto”（麓）settlements，　local　settlements　in　old　Sima－

zz｛．（島津）territory，　have　been　thought　to　be　of　Kamafeura（鎌倉）

or　of　late－Muromachi（室町）origin；but　these　settlements　have

been　so　emphasized　as　military　settlement　of　the　Middle　Ages

that　many　’students　of　this　problem　failed　to　see　the　modern

character　of　the　settlements．　Though　depending　on　mountain

forts　in　tlae　Middle　Ages，　functionally　were　the　Hrumoto　settle－

ments　constituted　as　administrative　ones　in　early　modern　times，

as　exempltaed　in　their　construction　as　se£tlements，　their　lnstitu－

tions，　and　their　development　into　local　core－settlemeRes　as　the

foundation　of　vlllages　in　the　Mε耀（明治）era．

（　351　）


